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はじめに

保険契約は、保険金を不ifに請求するというん法で、悪用されることがある。

例えば、故ぜに事故招致をしながら、それを隠し、同妙、に充生した事故だと偽

り保険金を請求守ることが考えられる 2 保険契約のT、用は、小ifな保険金請求

の成功により達成される-j-なわち、保険契約を悪刷しようと「る首は、必ず

保険金請求をする。しかし、商11、には、不正な保険金請求への対策として、保

険合請求Uイ本に関する規定がない 3

IJ~阿i1、においては、紋保険者(保険金請求者)の保険金請求時の誌務として

詐欺的請求をしない義務がある{詐欺的請求をしない義務は、約款に規定がな

く亡も認されるものである u ここで、許党的請求をしない主務の内谷につい亡、

大まかに述べておこうコ詐欺的"古求にあたる場合i土、被保険者が白分には交け

取る権利がないと知りながら保険金を請求した場合や、被保険者が損害を受け

たと信じながら虚偽的表示により保険合"高求に関連する事実を白己に有利にな

るよう控えたj品合 Fあるべ前干干の例と L 亡過大請求があげられるυi芸~7í~止、詐

欺的「段の利用 (USC01 a 1raudulcnl dcvicc) といわれる c 例えは、ね古をι受

けたと伝じながら損害額を証明『ることができないために損害額に関 Fる証拠

を偽1宣したりすると、詐欺的 f段の利用があったかどうかという問題になる。

これらの例は、ともにj"害額に閑辿する庶偽の友不ごあるが、次のような相違

点がある。過大請求。〉場作、保|抗{t請求者は照会領そのものについて故意に虚

偽の友不をしている。 Fなわち、保険金請求額と|可叡の損害を受けたと忠って

いなし九これに対し、詐欺的 f段の利用の場イ子、保険金請求者はおさ領そのも

のについ L一故厄に庶偽の表示を LTいるわけではない。すなわち、保険金詰求

領と阿領のJR3をJ受けたと信じた 1で、照会額を副附する事実について故意に

北法58(4. 54;)) 2173 [2J 
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虚偽の表示をしている。

詐欺的請求をしない義務違lえの効果としては、まず、保険者は免責きれる j

さらに、保険者は保険契約を取り消1ことができる。保険契約的取消の効果が

遡及「るかどうかに関しては議論があるυ その議論は、詐欺的請求をしない義

務違反に1卯6イ|海上保険法17条が適尉されるかどうかという議論といい」買える

ことができる~ 17条が適)11されれば、保険契約は契約制柏町に遡u ど取り前き

れることとなる。

円本においても、過大詰求に対しては、不実中告免責規疋と呼ばれる.;i:'J款規

定で対抗する場介があるレ例えば、火災保険では、保険摂約者または被保険者

は、保険の同的についt一損害が生じたことを知ったときは、これを保険者に遅

仁川なく通知し、かつ、損吉見積書に保険者の要求するその他の書類を添えて、

損害の発生を通知した円から:)0円以内に保険者に提山しなければならず、保険

契約者等がIf~な埋出なく提出書類につき知っている事実を女不せずもしくは

不実の表不をしたときは、保険省は保険令を支払わない旨のがJ款規定(火災保

険昔，tJi保険約款17条 1)JI・4)頁等)に本づき過大詰〆ドに対抗している。小突市

山免責規定を何らiI11J10J.することなく迫肘すると、此制な不実中山でも保険省免

責になるという問題があろう。 しかし、他方で、過大請求tJ外の不実申告のケ

スにも不実中山免責規定を地用することもむきるのではないかと忠われる

不実申告免責規定の適用を認めた判決の'1'には、 f，j式日1)ト許されないHu0を

もった不実申fIlがあると Lて保険.1'l.免責を認めているも 0)がある(東尽的判、l'

成16年日月II日 金判1194り15頁等人そこで、不だ巾告免責尻たは信義日1)ト

許されない目的をもった不実申111があった場台に適刷されると解釈すると、保

険事此発生のi宣告1義務JJ!定的解釈に閉する最古裁|目手n62年2月20日判決(民集

'11巻 I号159貝jが参4になる。すなわち、保険契約者又は健保険省が保険金

を詐取し又は保険者の事此発生の字情の調子干、 J員害てん補責任の有者干の調存若

し〈はてん補額の時定を妨げる目的等保険契約における信表誠実の原口11上計さ

れない片的をもった不実LjJ告に不実しい告免責規疋が起用されるとf押することが

できる c そうであるならば、保険企詐取を日的とする過大請求。〉ケ スだけで

はなく、保険者のポ故充生のぞ打情の調T午、損害てん祈責任の有令干の調弁若しく

はてん袖績の確定を妨げる日的をもってしたィ、実申告にもィ、実申告免責制定が

i白川できるのではないかと思わtlる{迫刷できると「ると、過ん請求に該当「

る照会額。川、実申告の他に、どのような事実についてのギ実申告に不実申告免

[:lJ ltiJと58(4. 544) 2172 
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王者対i定がよ直崩され乙のかと t 、う 1;純iが '1 じ乙)と凶法における主主j~汗」子段。〉不'1

)T! !こ閉する議論は、この問題の解決方il、をノ;、岐する点灯乙考えらi!るJ

また、 '1 ノfì;- f~ぷ前契約の約款': -~- ~土、不実申，免責凱ノ巳がないよ:町、 1;r~I;1i ~~;'i;山ぷ

!日日詐欺があ)/~ても、ぞれを恨拠レ L ご保険者は免古されない 特別1JFy7

ザ)1手にl却する京，JEにJっvミて、重大事由の っと μ て':{:防士，古求1干の詐ノ吹があけ

られどいるが{有ðl~~終身保険普j[!ì保険ザJ:;).::-11 ~長 1 J只2iJ等)、保険金請*"j

に詐トしえがあったこ y を埋凹;，~.t~: 号 ilWi約枠子 lT~:吏'~，/:' "しても、ての効主主が重K

r:111芝生I1Sまでしかi遮らな 1" のとあれば、保険告は、世に根拠がないP-::Zi}間垣
内清求にういて免責さ札争 l''0 1; 命保治契約!手、 it九6'[ふ請求 ~:;f O)計肢に由接対

抗ヲノ~S}坦ι 去もたな，. 詩歌〆0E言求:KじなL義;j)j-fJ{F ，.j¥μ、におしγ、も認めムれ

たなムば '1 命1L除究誕百 l 伊豆っく↑~~~，完全請求 If干の詐欺 t 旦接対抗できる J

このように、英語l去におけ令市欺的詰本をしない義訟を研究する」エは右ロ

Jtなここと考えられる。ぞれでは、計百士:r'Ji'i苦ぷに悶ヲる J弓 L 川 7ーを公式化

lたといわれゐ判決の検lすからは;やめよう(第 1τ~_-， η そして、 JL以内請求を

L なし:宗務違以のめり与誌に影響を及~J"1一計欺的背ド:二関4一るコモン・ロ シ段J、

書長ぐっl事国1:を規従した19C隔年海上保険法17条 ζ の関係について述べてv、る判;犬

同を検討し (;i~; 2章 J、オ買で包誌だをしないA;f'ぞの嬰年および効畢につい守主

とめることとすぷ ¥第3ア1、第4京)

第 1輩 BrittonνThe Royal Insur昌nceCompany事件判決

言自1節 Britton事件判決の事案と Willes判事の説示

詐欺的 1百求にl渇する J:[/ ・つ を公式化したと， ，われる sril!刊"T!u 

内:YG)1川出削~ù' CG}}ψαm予汗判決I)汁Zイiしょっ j 十件は、火災保険じ珂する

事業であり、被7Z険昔 (;;:(-;11ì によみかp~ιF告求に対 1. 、 iI術者(夜 ;1i)は過

人詰〆~k と放火をI干 1: 1='[平F主主的支払いをた~ ~ :よ: 辺X~古"，のHG1ì ~，止、 f早晩の

口約たる商品の自Hf自が安:~~ :こは 120ポ〆ドぜあるの;こ 1~98;iZ ン Y と Lι1YJ合会を

詰ぶしたことにιづv てな長 i:た， jえ検契約に:ム詐欺的訪求の場fT保険梨，f.'.j
i引lムガjになる骨の条取があっ f' :4cftでは、結I~;~ (~ Lて保険者に右ぷ!な評法が

U8GG) !l F. & F. 90;) : 193心1I7G 七立.~;. HCjJ. 813 
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fされたが、 羽Ucs -1'C4'-，土、|む7ヰ同に_;:-，j-L、真ぴ〉内i-J出lZE干場;であるか心寺で

あるこ仁と :人のニヤノJ、Lたυ

l火災仮説契約はJi、古てん補の契約 Cある γなわち、は豆、によるもので

はなL、火;fとをl阜豆シヲ「るj員詳をでi補 tゐtt約である も巧ろん、被保険

芸が G'{: ，二，0'1. '/\v た75台、Mtj~J賞品は保険金を取得できない これは時iじ

CJ己む υ しかし、いi 十字:二 l阿1'1なこととして、火災7>~U~ によるも(1)じはな

いにしごも、火災保険児約はお'ムのてん f11ict汀Ei'Jにすrふろき約、 すなわι、
被保険者が火災lよって滅失したH11干の{山f山を取り戻すための桜約であゐ

から、 'r~~:;6~ 主請求が五i 投合;')"2'，tうるととら t，f、f午、出l契約は:止;可!となるごすをわ

丸、被iえ均Jイが、保時打完-;'ITI附包せ、結夫とに"(Ij.;， られた権利]ユトの深

険金を，W与しょっシ Lて、出会話0)乙 i音にあとゐ対|民主を清求Lf:よL土

うJ これは放ロによる詐欺とあり、桁果>Lて被保険計'，，-)，保;&舎を C)J取
ぺ!一， .， 

イ辛五じもノ，n" ニι:;;ff!z 火 ~1) :J;lヴl、とは全< -)てなる+ij)']'-である 、このtlr，1r主ゾ〈

えのEて凶を判主主と;なt"('被保治省(土ιJ下欺的請求少するためγ火凡を干1)ilJ 

L/:.: ，この土うな A ス心院「ノ、iJ、iJ:、 τ:;t;こ合致しごものであり、怯全

なF'z:-t立¥sounclpo~icy) :こも合致している 1 での法と l止、そのような訂以

:u読点をした若がi正均金や収押するごとは少しも持されない、と ν うもの

である 保険契約は、当事主双ノJにち己〈静思 (perfeClgO()(~ f，drU チ求め
る税約の つ刊めり、このような苔意が続持されるこ〉は極的「藍変であ

る戸火災{引oi約款が詐ぷ的1'9求の場合に保険契約は:証匂jとなる旨の規定を
有するのは通，'!'Jむあり、ん1牛約J入(こら、のょっ;;i'J:;，;J{があった、このよっ

な号、攻どけが、 ito.i;~ 見 I1 および徒全な政策に行致!，ぐい令。波1;r~1治省によI

L 、このよへな詐欺を ~!I; 1 、でのうえ被保険干fの偽の問j主レ詐欺lーもか

かわら「、存えしたものの実際の'fif; f!~ について':[.険併を支払うことは、活向

め三危険とあるピ ， 1こがてJ 勺保積金託ぷ引によ;Â~亡の市{迄グ〉球述および許

はがあった場台、被U:;向者(土保険契約 ~:'，ß j <すべての枠干11矛先うf

第2昔5Britton事件判決における Willes判事の説示と詐欺的請求をし主主い義

務に関する議論との関係

ld. :"，-9~)8-909 : al 8.-1--1 
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¥¥: illcs '1'::;半じり説/G(土、 zh以前品ブて"古求しをしたりti果除名 i士、詐欺的な l両求ロ

庁だけでなく iEioなETJぷ1:分h ついても保険金を収得で弐なし aとjるJこのよ

7な結論だけが、法的原民'Jおよび院全な政告をに lT致しているとする

Fお!'icS守おj、[こ悶すみコモン・口 町心悦レいえ上うぺ

こσ)l，¥元f

!iij長lは、 とのよ λ な返大 l百犬小詐欺的過大l 者求なのか、 ~t~j，:的過大占求の他

に詐欺的詰，j(に司する ~J--'f-シ・ uーがJ古川される百七放的詰止はめるのかどうか

戸cある iix当、の事故♂致であるこど受胎!-/'詐欺的請求、亭R，(仮装による詐欺
n~詰〆~k に~'P ~.kl内諾ぷ l 照子ゐ.J ~0::" . D ~がi丘刑さ札ることに異論はな v ミであ

ろう υ それーでは、 A十世;自';lVZ(I)利用にb計欺的請求に l人1-1 る月/・汀」カ i~

111:ミれるか 投iもするよ与に、これすA 了，; >iこする判はがあらわれ、寸」欺 1'I~j~Mぷ lこ

|叫するコモン .n カ 7芭羽される詐欺的 f-+，l()) 刊用の花岡が司王山の焦己主よな~， 

て1" ると v、えよう I

本~i_;j、む(王、計貫主 I:II~青青木を L ない衣務が殺1~~pな者(ニロ本されるとは明小されt

いな~ )-うし、現有でi之、夜似険省仁(ん下欺的請求少しない義努が設ミオ1、

花子長選!えに上 1) 告~hf:者 1 工託宣され之、 tなわち、許歌山詰去に問 fるコモ〆・

ロ k 詐取的請求をしない義絡を政保市日に認Lていると解釈されていると

i，'_仁よいであλ うο したがって、とのような迅丈前ボが司馬、切迫大m:jえなの

か、がよぴ北欲的~~;;;<::"~-間ヲるコモン.r;ーが7巴 }j-j ，'~，れる詐故約千没の+';川しつ

組問\，~沼「る議論は 詐設、出"古ぷをしなし 1 ー工務違反 t なる許;弘子~~吉丸の怒型、

位行に日jオーる去三隔につな/]{るといえる 3

保険契約制I結後にJ:i0'ども当了r計双方に完全主意が、hめられるとするも川、f/-l

持{土、最大昔豆、の原口に問γるコモシ・ u-~ト J主主化! ~た 90(γ1'.ifvJf:\:険法17

長 k 詐JtXu~~古止に認「ヰコモン岡ロ の司係;同 Fも議論につ右がる

詐;':'，~Ë!:J;，~-求をしない器務違反に 17条が適屈さるとするこ、役述ク)，;:ろに、義

務述以の効果 l土保険茨約O)~[~及的な収行 j となる t つまり、』条と，tj官、 1:1;;読点に

己行下ft;J巾i!113ふ;にム :J、詐欺J匂E雲水に問ヂるコモり つ が)並托される:a::;.人詰
求をJ行 J ご後 lポT0 ように、過大請求 r~ζ ごか計百J、町H\i大請求;こなるわけじは

yふしL

1 Br-i!!州事件判決lれドも、詐欺的過大j両イ<:(.，~院する判決例があり、九九 lles 刊

どの説;j'山容と同誌に、許双山油大請求を'-者は保険金を 日]取得「さない

とt寸駆旨乞併されとョ児が述べられている何気 Goulst(状!'Thc 1品川l11!sl!γ 

αη0'仁川川崎市(18;)8)1 F. & l'、276: U93心jlì:.i七立.~;. Hcp. 72!jノo

二日社S8(4)S4J21ι。 [G[ 
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J叫する Jモ， .口 的関係;二日Jする議論(士、日欲的l泊求をしなし:義務注反の効

県)こ桜子?を及ぼ仁

多くのとう乙説;ニ、 Bηlft情事件判決における説示ご述、られj~: ; 主立 Jが fi;~d) ムれ

る珂!+{c'-- して、保険4d約が長 í\. -;t;.~ のそkJ約であふニ h をあげ、保致問的 l 詐批

評J】高求(.'1持寸る条項がなくとち説示内存と1611.下の効果を認めて v、る c 詐欺的

訪ぷゃしない義:f1.f:よ約刀、に院とかなくと 4認される最j、苫.';;!:(コ義務といえ.J:つ G

第 3節 詐欺的諮求をしない義務違反による保険者免賓と故意免責について

二二℃、目下車初~F:求，.;..しない義務(.'川、質や Fl8 ら刀にするため;、保険令詰，1';

が許放的であるこんをiA由2する保ド究者免責J被;父山首者によるJit/くを産自tす

る深?良子免頁[土異主:るムヂる，見守てにコいて干"す'-，よ~) ( 

孔1司法におし.lも、 口本?υJ、こ l川u叫探事、 救?以ω糸μ|除給者了がJ戸《汁i以水仏目何陥j完:宅喫ぜ約にr
〆，t桜f似弘:7τ?て:イ存伊干，故包立、;r宇づ Iえ芯こ l たム埼品合、 1保又げ涜涜主は免頁 I、オれl るれ[併r足矧、~p険;邑完起 f角モEσの)i}L桜11 仕舵慌~~凶 lは土、

j操呈筈を引き起こ「 F めの行量岳訟/ぷJが dl::山i山一なる古か当否沖かミVい;よ〆て二d円勺川i一う分j治かゐれL。

ずなわち、 ií7:-，~， iこ仇ゐ JE罪:こよコご引き臼こされた下見下が締結されないのは、

公l 了P 良信仰Ll~)1iじ l川liり}の，大のル-}レを桜拠と 1 る ο 主主判所 l立、~:'_ iこも、自

己の犯罪から干IJ誌を得る tろな援助あるいは犯罪を補償するような長功を与え

ないハ;¥'{立にJ見出を引き起こLtが、てれが犯出:を構成Lない場合Lこその掃さ

が保険によけてλ渇され争 t、グ):土、次のような保険法グ)}レ ルを不'l<拠たオるη

被保険穴(よ、此Eに;員干与を引き起ごしたら、 l民間として保険金を取得で誌ないU

ょのような仮説法のルール{土、保険省 i土 J文書にづ|き起こされどHY:::;~f てん摘すー

るこ?に注品 L~(いな v 斗の J仕たに$っくうむよ所釈のル ルのようである7

lε只 A.¥V.B.¥¥εlf()rd日口d¥.¥:札口rrel日目円 Thρ 1.([11) R.(;lαrUlg [u Firc lnsww:cc 

p 2i'¥9-29G ¥4l1、川日lll[¥'rwけrlh.lYzjおi，2;:; JJ(J!shu?'j's Tα!I'S 4 r:'iiflo口d.P 2g，: 
(，1::h 吋刈ttè~'WO<:，". 199il) ，J.!-:lirc1芯&:NJ.Hird， Hinis' .'Hぱ e'Yi!!山unmc(f.mι" p 
2G3 U3th cc~ に"仁 cl &. ¥1:1λwcl!，200/ _ ?\"~..i\.Cl arkc ， The LυW I!tII!S!1Iωiiu: Cυ" 

hacts. 1) 846 汁11('d :nforTlla， 2~X;6ノ

内詐欺的 lιK~.~院 j る約款条主主 ~jトノ記した文献 ζ し v ‘中西j卜単j I 宍，[士 í~~:;責約

款;ぉ:;"L 詐欺山口む兄夫羽 詰古保険.r/~k，~の I1、返，有もこ院、 1 ~)υ2 午 3S7頁
i、J :'よ必ず
)， :' ;)'C1) /';:じ

iλlac(;illιViiiVρμ h!Sl!t'I1V" Lαぉ'.v 3-'18 UO~l，- ccl. Sy.. 丸、~ än(~ .tv1ax ¥'1じ:120り3!

~lìJ、 S8i4 三40)21G ヨ
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このよろに、故意!n:'責に凶.iiするかどうかは、tn:守党 lω!万凶で判断される、
これに対1、詐欺均ET本を LなL義11;;i.cS，_えがあったかどうがは、保険金請求目

;二誌はがあったか j うカで判断され。一波保険省が段主if:[，' .~-in'~' をづき起こした

続いがあζような「干Lぃ状(:¥tいおいては、被保険干fがはや、lこj員再を引き起こし

たこ去を説明するよりも、 l百三党沼f121こおし'-C詐欺的な悦浅かあす}たことを証明

する方がひ易なj是!?がある%といわれているコもちのん、被保険ポがよ:c>2;に組

'ムペ:引き起こ LIRこ!:~~理問に詐欺的請求令しない瓦務定反去三j:: 1;þ ずるこ J も

I 能子あろう すなわち、被県険7iが，6:思に桜害を引き起こ Lた[ち治か-;')~ヲ

にそうではな"と虚偽υ):;$速を Lた場什ぜあるい このよう合場什、計欺的清

ぶ令しなν共必追lぇl立、故古に十肩書受ヲ i h 起こ〆た二こ者了時 III~，_~J:&\/--~るのむ

はなく、監れの涼起， 'UÆ由;，~):1z-;'1"ずる LかL この工うな場行、 +'1~1没者i土、

被深放すがd;J:，ti，'::~ tli.掃を引き起こしと乙とを...!l.."正し在Ilhばならとぐいη 同様の

ことは、事故のすく止，~.を坪山;こ;rt'j-t!.:、げJ請求をにない"，衿注反を iAtする峰子、;こ向

いえよう すなわち、 1品輸省は被(午、治省が必工合散ってv.ないと千 3ょ証しな

げれLfならない。

第2霊堂 詐欺的請求に関するコモン・ローと1906年海上保険法

17条の関係

第 1節 詐欺的請求iこ関するコモン・口 と最大善意の原則

Bn'UOil事件以:j{九日における¥¥'l~J cs判事的説示が{λ喰契約川元全再意牲に口投

じてい品二〉から、詐欺ÙS~-ι'1(1，同r- ;;:)コE-::'-・ U" 止 pz)~苫凸の原則 l 関係

があると均年することカ iできる しかし、 Willcs ':T事。)~)~，不はこれ J叫こ l主j 係が

ある恨拠につい L忠べて'."ない)ま仁 F グ〉十え拠を l河らかにする F とえ試みよ

う。なお、詐欺的言:jZL~ 1唱するコモンー 1ゴ ;土佐大事手室、の原"'1:羽hーがある t

f刊すゐニエ;立、詐欺I-f~~百〆k: こ閉すとコモンーロ と 190f、年海~保説法"条内閣

↑長;こi河iるぷJJが 乙る涼|珂ともなるつ

j長崎契約J土最太夫 H JItbρrnnk1'i fidr:i ; U:_'tl(日出ハ);"1fOlitJl) 出契約じあふと

[， lJ. 2τ5、);)

。U8GG)!l 1、&1十、 90;) 11930j lìGι立.~;. Hcp. 813 
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てi也グ)事ノ:l~;) と|ベ刻されてし、る、その地白(士、大まかにいえば、 f1ê;音寺'~~ちには J

二干ン e ↑7ーのl阜日Ij"{"める 1しは色川口叫1[01' 口iをL'C i:i一立せ~_.<<うよ) がiZIn1

~iしず、奇事伍に靖示義務が謀されるここにある 最大戸室内l;?:;!iJ円 'iーデイ

ング。ケ スが、 l~'aFter t' f10cfwi .t;. f!;: 1 r]であゐ υ 宇奈は、スマドラ守'}~，ニあるマ

)v，j-ゴ ロ城宰のねtpl憶える{果険1=1現するらのであり、Mti果論{j-(J京;Ij-)己主

主主の管ヲ~';r(eA) る t ご (l);)&~~がノフノスJ+Iにん治され損害を受けたため 被保

:it~者は似険:主売市たした これに対L、保険者{被告 I土、被探険者が域岩は

河 口ノパ京による:;]:'J罪に耐えられるほ 誌よでは~~ l.， ， ~.いう TP2Eを市不 L~

か勺たと L ご、保険むの:文七/、を ~~;s~ したぐ ιL:，ns[山 irl却は、被保険者の品大善

/~の義秘的根拠:::: '-j~， て 1: のように沌べたJ

「保険;正、 j"担11に基づ<'!i~約である。偶然の Wr来事存見1告もる基礎よなゐ

特別jなfi'，百は、 '0上に主主深院セー計のみがJ，1:r~:)ている。保険者は被保険者の表

I'J~ を町長Rする l そ〆亡、保|むと針(王、長以|没 11ーは子 ~I) ぷろ令長Jさは7宇(;し t

いないと iた完封省本 ~:.'U言えせ、そのよろな事情i土千?存しないと L て地険を~

積もらせる止めに主:;コてし 1 る v 、かな í~) ~-↑7i も隠していないと fi じてf.'i，先き

を{了与〔その仇ろな事清を隠蔽する)こは~t 勺へであi']、それ設、保険認i(:'J

はh勺Jである u たとえ :;~I:肢が司貫主戸~ ;'~:5:ま |χ? なく間連いによると J ごも、

-!YI議長;よ政かれたこと}なり、仮瀦認iど':I:よ初対てある なぜならば、合立

の時:一理呼 L 引きそけたつもりの/Cr.5~zt 実際(ー引き受けた危険が坑士~¥ー

異なるが.，で為;::， -;~' 

:lJ~:ú 、長ソ、古立のほ日11:よ成主(じされ、 19()f 年 Hif:ト深検 ìL1'; 主 i よ、 lJ毎卜保険

契約は最大昔主主lさきつく契約とあり、当事ξ的 )Jが最大弓意を、Jらない埼イ?

には、他方当事者!止での犯が」を取 t)tJTこfができも J .司~し とし斗J 最ノ¥

者意ぴ〉原見1Iはあ打凶る街頭。)-f長検契約に淀同されヘ保険誌がJしりさ!:j事1j:'二間不

設訟を;正1υi;~没裂がJ締結前に、被保積 -r:-(，: r王ノj、諸情t{~広三れる F とはl!:)06年

海 ;-1~~I:~it18 条('-~ -*J!~されており、技大蕎意。〉義務の相 IJ 性かん保|続首にも問

"ょ'1'(6) :-l nll;l'， 1州、 ]1山 919γ Lng'. rと叩 ι62 

Jd. al 1 D的!と1116'~ 広 1-i.では、開示えれなか I二事情 l土 fXト負託刀 i;土〈の h

d、でよJるこシができれ作]卒iであ j管埋昔の悩人的な到i誌にのみ品ずるものでは

なかったとして、保険右の主張は;ぷめら九なかった。

2 M(u;(;illinray， SlItHl;いμ7_al .-109 

~lìJ、 S8i4 三山~)21G6
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不或携が設されることとなる、契約締結後にも、あらゆる tì~刈において保険iji

約の当予討に|羽ぷ義務が;東急れるかどうかは、茨*'0約百マ1'~、 0')最冗舌立の義務の

内宵に;可--j"，(，)議論で問 Ml~ ~される J

J 長)1:の判決[吋 Fある Ui円ヨが1"1，0μ ihiJd旬(σ'.Yμsi仇飢附守切M町町c月ρ円7η刊i'刊j川J(何V斥 f手トイ'1↓はJ控空訴院判J決失-，)沿

よヴ C(αdιJ心I日lι山η引t町 Zν十(じF川弘，υ山【l̂;附

も、 j-;γ1付OJ~ Jt，;牛宇:Ji:，えうと泣べられたは、，1111主最 i、同';，;のl民ヨIj刀、与牛じていると

分析されていゐ ο をの埋問 J して、民術者 r 被保山会主而(})亭I:i'f~)、況に院する沌

報 :;;-(lìキr，主があげレJ ヌていゐ。すなわ色、保険契利純朴 11，~に、後保険計だけが

危何1の性記に i対する情械を -~q; っていることから彼保険者こ 1主治省に危険の性R

に関する情報岩の内五:が品るように、採決~故 '!c tド Fすにも字放;~k;};， に院1 る苛

市五円洛差があ :1 、+~:j)~~者は慢保険昔1)ミら (J) ↑-rti-w:.'ヂ依存するレのi室主であノコ ο

さらに、保険7iは、被保険者li苔告で長及会を詰;f.~j'---/0ど別だでさ!;;)べきであ

るとする。ニれは、このような保険者U)則侍ばiム的(こ24誇されるべ♂という」ー

とと併するごとがで主ゐ 首相量の格差おぶぴf\~:;主主の期1-):1え1て(土、ま去に、

最ノ、普庄のl民間のリ 中イ〉グ・ワース vコある C(iyiCY1: Br)('hm 子]イ下判J;~たにお 1，'

て .¥lansiield !J，聞が最大再配り義税である開示義務を保険担約締結時;二被保険

者二兆!た出出ぜある合、ての F とがム ヲi部、|的諮求;こ均するココン・ 1ゴーは長

太子存在の原民liJご当係するものこ 1 えよう

計HI泊7tぷ:-JE司するコモン U が段ブ、吉意の!日t日工関係があるならば、詐り;

R1ji'土求に間オる[-':.> ロー と1906ノl海Jcj早険法17条どの院十点カ中日出となるお

絞述?るように、 干の問題は、 1:1'険金語、'RF-.j卜の投た古玄の義務グ〉人j討に問する

は 1:)951 LRLR 'メ3事来およびlU丙につい工は後述-，る

: l~昨)J L~oyd':; l~~'p ， ;.].i. ~09 ， -，ド茶および判 1につしては訟泌する I

¥ ~ ~タヤG) 4 ド & F. ，105; [19ヤol1ケ1-)En只 l，;ep. 84-~~ 
，併なたto宇件控訴院事"人おc!:(Y' Grillο川 v-41--{:τ控訴院判以し士、;十時〈凶j~古 4じ -5司

Fるコモン D ，--- ~， '別所~つ年上保険法17条 L の陀係、ニョ及 L て，.'\(;;:い ρ

l王律委員会;主、 1~~守契約法の芦 IÈ 1をはこめており、契約筒結[乏の善意。)

投拾および保積金支ぷ引の詐欺も見 IClしの材集と去っ C いるべ ~j!.*Z) t1'i'j f.1f iを υ)'~コ

主的義務~: L~3!主金正求 11干の詐欺{立、市it l '河辺しているこ lうら、あわせて検

討ずるこ 2が従業されといる :LnwCll1:T:llSS¥(JJl， ScoLι 山 L川町 Cm:lmbsio;;111 

S1iJancc仁川tmtiLmt' ~fl山11)山Sη( }iCSP0IiSCS wul Dccisions叫 I，)'cρ!tl!， .tU 広いきt2006.) -

なお、占之詩レポートの公表 l立、 2C:~ザナ ].J， :40になるようであるー

二日社58(4)5:;1)21ι5 11ハl
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議論との間足叶メ;.~~、約九 11，:'、すなわ巳、保険土!高求時の最大害震の者持は、

詐力、(:~百本をしない司tiJ-:.こ限られるの刀、そY とも、例ふ;工|弔ぷ義務も介まれ

るぴ〉かこいった式Bik:院:I1t¥γる一 まと、詐欺的j，t'i;k( 河するコ壬シー¥jーが迫

T日さ:h;::)詐欺的訪3ぜいうf1:f日t 司すみ議論Y の院尽性も認めりれゐυtなわち

詐;':'，~Ë!:J T'段の干IJ屈にも許扶ネJ 高対 1=1現する γ モン e ロ ヂ活用されるのかと

ろ7会話?と，，，，!だする t 三ニムヤ、，、 干の問題は詐欺1'1')話人k'r:']公ぃ誌務忠弘(1)知県に

も1*1連寸る ぞれごは、この可別立l品ずるミご要な判以苦みてみ ζう1、 ，1 りわ

け、」保険:&:~H;k[;~:(乃被保検ずの長六苔回の義務内内件 以下、、1:の問題とい

う:J，:_~.;~'i 欺的請求をしな」、~.'i:;f/j o)法的ι B: l~，' (以内、河内阿古ごというん -:1;正:

" 11:1主気「特別解約十字ジ)茶政 小J伏荘

t 泣~;ß; ， 20(j4年出長以下におし寸し
刊

1)レ;，1.!..-¥し、，;.;:>()

J、;ニ前橋T万七潟 l商事法へのt!L:-:i ~ (同
三れから仇討する判決例の多くがとり

リ従来町段た古志のまミ手告のu、的也知 h土、一五(:宅約締結訟の開示主務につし 1て
議論されてきた， '1-士わら、認(り締結ぶ})明示義，f与は、もさ点jに恭づくものか、

あるいは裁判言が発展させた i-1ン ロ" 1の立務かこいう干し崎、あ"たご 19

W~~， に l士、間ノ:〈 J内条項の概念に出っく契約トの義持とF/í. ~ ;(しといた (SY:1rl、

ThιDuiy (，(Diμ !osnγ仁τη Jn.';uγ(/J)CCCj) itir~l l'i Lα11'. P '1 号:， D<::~'I n: O Il 1h ， 19%) 

P，ivl.E賠ピ町 andp， r uS')， G州 tF凶 h'fi'vi i問符mnce'0;吋n吋.5， :J 7~ (LLP， i明日)
しかし、 .Merc!wnls /i11d Jli山μ{uclw(crsInsun川ceCU.Ltu. F HU11[ 事1'1 件 I;F~~ん平日社

([1941; 1 K.s. ~9!i) におい、、二のような見解l土、次のょっ;こ台j-t: 久:l Lt..:"

IこI.;j.ン '1ーし刀流ノトf色合ご£っとも、契約(!;!J'Kノ'F::¥j条取に井っく J~論 c十

分に説明するこどはま併しい 司;，';.1主務がユ!λ示的存、l}1であるならば、河不支務は

契約が氏"L'I-るまで生じないで法人.1 (Jdι¥c :-;，]幻、ほfr"C'~士、キ~á~締結前

。)開示義務は 1'lン・ワ ーの義務とす一る日鮮が情勢と 1，えよう ¥.:=:.g.Banql，i 

f¥Jj'St'r L'l!ηhUlIιS.A.1.'月I?muイ叫 f{dUfns1.げ山 rC，J.Ud， [19!-)OJ 1 q日前:'.!ご

契判~'[~'結有山間心、義湾 iょ虫犬小 f~~条項;二基つ\義務か、あるいはつモン ロー

!のR務かシいろ議論;工、式，"主:土間約に大っくものかーっか}--:1" 1 ~) ~義諸介いい

換えることができぷろ l 子公わん、照不"条項:二、'，olj定if:.:、慣習あ!;;)いはコ E

シ寸」をもとに県小されナィ~Tλ といわれてしる (E11じ Krndricl~，仁川 1- )'11('[

lAI :1" p 204-2lb 【G::hcd， Palgravp， 200;);ノJ 契約前1I玄111前の;対:;:戸義務を黙ノドポ":主

:日，、γ主主っく義務と Lた場へ、 その主主~自の汚はコモ〆 .0 一千めろへー 1 ぽ“】ノ I '~ )'1昨

:保険;;、川長にた勺く市Ij~;J、を源〉ずゐものと解t-~こ もできるが、 IS完:自

体ゴて/・ワ のht-j(イじであるかι、やli;、そのよう士条J1!.(j)持は Jモン・
円 こいろことになλう したが"て、契約締結託の珂.j、義務を半、小恥条Jttに

UI ~lìJ、 S8i4 三応、21G全



ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

技庁j，両求をしなし";;yt;f?j_; __ ~反;こ 174岳地、届出されるかどうか:J~ " ':;:のI-，I:-!地!と

乙いう"に抗日をあどる UI
J
 

i
y
 

一

d

The Utslon Prfde事件高等法院判決

rhe 1 山川 jJride ホ斗高等法院判決り;J:，ず!!.*':J判Jt;\'fえの最大 i-~-:-}，j.、の花子万に問

Tる訊l品手前発化させ f>+ljl:::，~で手あり、河 1- -H1~1取に|唱寸るものである 本1Hi検

事!利では、戦争のため氾，主である特定の領域l軒、が人るjZ台、後保険:守は保険

者;こtTL 't"えるだけl甘く iι，q;をしなけれJ工なら会¥."こと、お」び;三J刑1Y，給料の

支払がß'、ま?となる場介が品ることが~t!ノ己主わ、いた Li t;.; ;o九 Prid(. ~-}~_;:、ヨ

口ツパからベルユャ i;~( 手向 Lfての航ifu に iH発 ~f_'_ ベノL ンべ汚は、イラン・イ

き色2節

ラク;;'''~予のとめ h 保険ず!に女J ，る ilTj知を之 Jz;:.と T る特定の源域 i 指 Jださ札てい

五づく義扮とし亡むコニr;.・口一卜の詫!t-と}ても、義務σ、説はコ Tン・1:1ー
であるーオ日述点は、契約 l的交務かどうかである γなわち、以示的渋羽;二基

，.，く義務は担約!の義務であ 'J コモシ.u ，--~の義務は .-1; 'i約:の義務ごはな

い '，fするに、契約締結づ:J(!)悶示義務の法的十 :tt二制する議誌は、夜釣上(/j義
務かどうかとし aう議誌といχ ょう c

梨:fJ部討l絞の長J、出の設衿のi'L(I~J件質に院 4 る議論!土、このような契約締

結tl'iの伝六誓廷のR脅のが、的住民に|場 tるぷldbの延長線|にあろう ν かL、

絞辿 fL上うに、 fCJいし市III-うfえの良太苫忌の義利違反の効果に形特を及:.:i'-tlE要

な求:白℃ある オなわち、契約上しつ求務であるなりば、契約J去の 般JBWιが迫
4Jされる Lてととなるο

な記、コモザ/・ u-，yもとに黙ぶされた長攻:二、 ワのタイーf( ラJ寸自される
ずなわん、事宍 t黙示3れよ:主<:;:U :，Lcn山川Dlu.d】11f:J('いとコモシ 汀 l以

不された条JIT (~E:' rFl 当，D'，了)Iied;r; lTwJ に分けりれる}この分訴は、 Scaliv ~' 

S'oulhcnt HcaUh und Soc-iell S，_Tci/(cs BOc:id事作貴族向判決、:1992] 1 ，¥じ 2fH.)

r認めら引た 後，日寸るように、百f欺的請求 7';-: ない議拾のは、ピ1':~宇質に閃 '9ζJ

嘉諭lよ、詐欺的請求か ない長王寺fょっ壬 J ・， I - _~_:~広三三 5 れと条攻か、あるい

はコモ/.:..JのJU奇~J' ，tいつ議論kし刊 ι換えむこ が「きゐハ

lJlac!? 1([η/( Sluppiuf[ Cuγj何nlI;:J11a恥 1~r(;yl川lf (1勺numa;う/1. Jlar!， R品川!!d
~ìJassι [1 98~;] 1 Loyu'六 Rcp.'137本判決i土. (叫liilo!l，ujlliuois¥，;[111川JμiHω伐

必 FmstじO.1)( Chiwgo I1ml XcuctCi1 ，'1，1日行tune，')'_/1. 11 /1 !lia;uρ ベssμJ'(['lIceCo. Ud 

(TiJじじれ~)ね tl Panag(!~， m.?))事件肖等法院刊日 ~1986J '2 u(J}(rS RC]l. ，170.) 

;おし γご2J1'2 h-(~ 、 ζ ベ

1121 二日社S8(4'S3:J)21ι3
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たハLitミIC1"，-Priclc号L士、 198?-(1:8).; 9 : ) (.ベル γャ湾で fラク平山ミ什イ 1レ

をヲィy火災が玲生したため沈没Lたむ被保険巧¥原告)は、 ι 月Ei日にiよ

Llt::;iotl Pri恥ヮがベルンヤ出に人るここを tじってい j~:か、 8 : j 11 11に、ブUー

し完了し1'f7Lの領域l入るこ〆を7:J1ら廿る手紙を発;ムL介、この手紙の[! 1，l J 
I 

iz 8 ;J 2 : 1 fすとなっていた。深険訂 L被:';)土、保険た支払拒台?の迫力の つ

d月2EHO)手紙は詐欺または最大 i~~-/~ の表校淀LZになるーとをあげとL-C、
L 
7 

ノド判決;土、保致会諾志川内長大主当の義;rl](，，= (工、 "tl約百ち水を Lなvミ義;[;6た

りすご主丸、ジド到に11首する小安<<ノトあるいは小f，G;j-、をしをl"A務も 3まれる乙1と

した口たど!、こ;liりの長訪日メの安1与と仁、市安沖合7Jnズ lこいる 不安件ジ〉

基準は、 ヲ(苅イ['-i hJ~_I-. +~:j)~~け、 18灸l2J(. 市i7t:さヌ1た契約締結 t-iÍJ の開示-j'(務の重要性

の慕ヰ bこ知性ノよる某;ftである、不定夫方てあるいは不同不のあったずれ清かi古

車な似|常持C')以命令:の乞仏;こ渇する判断 iこ影う?を及;ます J初介、その手情，~重要

にある少とする このよう主保険合 ;i~:，Ru-tの最ん再 H の義務違反 1 ，-19(凶年海ト

保険v、17守、がj也市されると Lながら、詐;なj'0d吉ふをしな <1王子主お tぴ段λさ苦
しり義務(:..:i117.し℃請求をし士い義務は黙不的条1ft:ニJ去っくこ を示唆した】3 さ

らに、志l'IJi1とl士、保険金請ボE与の司欺は、前民の重要注の要件を刈た寸てとを

条1':~ ~こし亡 保玲主主求内誠実'[':おそらく Muií~c)事故~1~双または事故仮まや

コ !~kt-，~)あるいは詩本金漁に悶 tる詐欺に制限されない1ζ" そLて、

本~'j については、討す起の F紙は三重 14! な J:，以を構成するとして、 f1ê)むぷぴ〉主張を

認めたコ

え'，!))~ti止について、メト判 tJL は、彼 i見積~J)保険合l泊J、|培の最大帯意。〉花王寺{

は詐欺的訪Jょをしない義務-!<t.j"-C'なく非是非に恒 Fるぷ主代示あふいはイ、開示を

しなし A義寄も f?~ まれるとしたυ 日時、的泊求を v な Lι義務三 j 宇佐:ニ悼する不実表

示あるいは不1mノj、や，ない義'fb-O)達いは、過欠による不J、長刀、が義務述以を椛

1，えするかど斗かlあろうハすなわち、過火によみ寸、ち起点下l王、詐欺的請求手 L

な1" 芸品tJ(!):i主!ぇ，::':'iまならな 1" が、非難(.':'ftする不実表示あるいはス苅不をし在

Tih Lilsωil Pridc， [1885~ Ll川c'"Rc~). '~;7 ，ど L 512 

fd， ;:l !J 11 

~\ 111. at 518-51U 

~ 1 1d. ~， l !j13 

UJ ~lìJ、 S8i4 三34)21G2



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

い五務。〕没;プにたる nJ柁刊ーがあるこじつさょに、保存去二六時的，1'款は侭険kl泊

.:](:(1)誠jょ性ある νミJよ請求金紋に院する詐欺，-市']阪急れなuとLて，.るよ乞か

ι、J-欲的lよぷをしなし花子主的dr取の室長主iも仏大しとい。!解するこ lがCきる
三の問題についご 本判決 i止、詐欺的前九をしない義務:，-;..黙示却す'~J~Q ，::..Jt.

くこ去を不安する「匂の1/1，)現については、詐欺日011古求をしなし i杭務違反に17条

iz i担ノ1:2れ令と jるピノド干IUえの(2)の問題と，';f'(Ij問題に'"-，令制ltJ、河討には子日

があるに舟弧lされている 7なわ丸、 lU()(i-i{-::'i:;.I似悦iJ:]7:;たの探険照約の取消

は迎及的な'1Y出であゐこ L に異論はない" 点判決ゾ只[おしても、{ええLすゐ

Thη .. ':!aI' ，'11'α*+'1 百万~~l}il:'j'lj ij("'J (こ討いにも、 二0/は'，1砕 hこ述¥りれにいるに

これに対し、柴;-，ê]梨ば:J!'，ムによれ 'C は、事4;~!0j主!ぇ}よオ.j;jとに 1"1カつ亡作1，]する 3.)

許税É~{，古?とを Lなし'.R務i土黙示的条]引に基ゴくよ♂すゐならば、'7::約シ去の 般原

filJにより、 j文{え吉i:'ft:J将、l、にli:Jけと予f約乃坑陀ムなるはず.の指摘である}

このように、三ノグ〉河殺と-:~ノ，(/)問許~!正常接に河主主〆におり、計歌山靖之にをしない

義務の法 r:l'~;引責は;，欺 w.];;百求少しない義努違反;~理I11 とする{又治契i{iJ取 2汁むつE主

治的 ;J~拠 およひ:取れの泡及効の内相に亘太な影響を及(J"9

第3節 The Star Sea事件貴族、続判決

Tiw Lit灯 r!nPridr ~-{t丙等江、院判決"をきっかけに、契約耐えt伎の長大古な

に限寸ゐ議誌が盛こな lたが、このような状ィ1げ)~-f-T ででフぃ認さ札たのが、

Thc Sf肝心， jl 件当 tr主il;J~:判決口、ある U 本件の t，菜は品、のとお l') -('あるu 被深

3.S0¥ cr，じ()}1!凶uIn，rxDu!y 0/ Ulli1')S! C，)οdFωIh il11nsuTal1cc c，m!racls 
α11vc :.' :_:?OOヨ11 ~dしI正 l ;-_;9， aj-;<~ 

。ノけ1)決iよi:-欺的手段、/)斥])+1のう スこの見解がある (ld.al 7tU u 

~~ ;-芦J.nir山主 N..:.T1i;'(:.sHfn'J 川 u日 :-'C1 '27 

'8 nド Uts附 1ργμJ1:'， [H町民Lluye'sRt;J. ilス7.2.~ ;， l;=-I 

，11un{.弘、tSh-iIうIη11.10;" Cn， Ltd. !'出 PolmωInSUFuiUι01.Lirl.ωud (jl払ノ)'C'

i、C.469， clt JJ<llλ [:iJl 

'10 ~.~，':cKcrdricl<. sηI:rr:J lH!LC 19. d 392 

::-3.So.ycr. sιltm nol(、之5 日lSl 

~， 2 ~; D8SJ 1 L~o~Æs Rep. 437 

sl~U 

l2003.j 1人し，169.1=判決をとり 1-.:.-fi:.':文献(こにし 11-2:百戸駅 l 保持r:;"，3*~J グ〉

二日社58(4'53:;)21ιi IH] 
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?南~' u示 ;!1 ・父差上事入。被~~î:人j が、 Staf Se:a号の火ぐたをjz凶とするね

与に閉仁とfJ1貴金をET本したの支干し 保険巧:被告・ト訴人・トヨト人) (よ、

出 arSc 号は、発航の当正予、不壊航であ II 、彼'fl-~険省はこのこ~: ~ト;'¥， I~ てい

t~ ( しに 19iìtì 1:三 i与 i 探検iJ、 ~9朱:. ~三に五づき深Z友会の人七、を拒否 t l:~" 司二

訟関係J時のiデλ主主ク)抗手千ii、39条 Jtf¥に恭づく托#のみでめった 訴訟!-f-l:，二、
被保険ず;止、特惟 (pr;".c;lはけがあると 1，勺 14始者が:-i!-i条:'j!lo;j立に相j;I i 

できそフな， U怖がn2~~& 汽 gているにl川島 l 寺の椛株ミ剖l心火況の J京丙 lこ民する

専門永作成(!)レ戸 トグ〉開示をtb:i"'iしたn そこで、深険ス;工、長ノ¥芸品の義務

，岸反に:J;-gるtRAヰ字、1なお r.被保険者がしポ トを B~ ，;iミしな刀、ったことは 1906

年 i:i~ ト保険i1: 1'/ 条に昌之〆 3 く最ょ7を討の義fれコ主 lメ a るとの抗j:'- };~加去た i米L合

者は、 f境保ト究者び)lR大菩立のた蒋0; 立体的人j幸子につしγと、被f~~没者J土、 17条1

基づいて、保積壬諾立に問してつ:r，:-:l;::でありかっ保険会を支在、うかt己，';，るかに

ついてのfVli心者。〉決 Jょに影訟を及ほし得る知っているあらゆる情甘えを;ヰペミする

ことを'};:;，jとされ、 :の義AIiiよみ記、院胎没も5主ミれるこ主張!た ↑'1'.1境省は、本

件では、このよ 7な被保険者の主主太古志の誌務:工、保険金清水そのものて、はな

く、 39条~)Jflに恭づく};(弁:ニ持派ずるニこを;ιめている

前注の三つの ~-M訟のうち z判決が切らかに(~t二oは、 ヲー，
r~) 'c 

手持Eう在約性とイキノス法 スタ シ 号事1'1貴技院平日決 t;; 子~>;;};険';1;:"究~ 65 

き1. 4 号iJ~;肉 J) 下 舌ドド乏太月li'日 ¥H ~Ei\ 号火災+一九rの 0'， 1'1\主主一段;':J l疋

についと」海事a研究会i芯171j}~R_;:f.vJ、、がある{

け;大のよ)(一対l乏しているこ

問問保険におい 'T!手、恥舶が伝海のいか:る段階(よ品、ても ittfii~でなじれば

なりないという f!!;マ:てよ';'C'f;izなt，_ただし、船舶が被':{:険誌の/];ljのちとに、/示?κ : 
I取件附市航tグのJ状i忌斗ご軌l枕づえ三せらわれ}たJ場紡j:J?干にJはよ、 保矧|険演汁;はよ不

:に:ついて頁f任Eを負わなvム

ロ売ち>，1、定 ([1明日J1 Lluydパ日p.6;:;1.)t;:、:iU5f::;:; J頁に志づく抗司、には辺市
があるとし、 17条ι某，小、訂」ヲfìこついては、保険者が保険tーの支在、を t~}f した

ならば、その{れ6'L~?f者求 lこ1"1寸る成った善宏の弐 í':$;土j与l'ーするため出三がないと

した c't予言ト院、 199'1":1 ;J(刊 d':;[~('r ， ;-160.)は '-;9条らぷに草づく fi;，.イ「を認めす、

17条γ 士きつく抗弁ドつても、保険 1hl古求時的被保険者。〉最大持苦〉投T~は詐

品、u<J~百〆Jにをしなし l ことだけを安ふ「ると LFfEE めなか'~た、 ;， b~己主 i 立、 3~) 完- ~ 

Jl¥1こ'*プ¥ftL弁を認めなかったー条f二基ゴくよttにつし、て也、木正で後xょす
るように、まため¥.t、な v も

l.:.fi.l ~lìJ、 S8i4 三:l~)21ω 



ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

なわち、 f;f.験てl、1自7知事の最大善意の拭務(士、日欲的 l泊求をしなし:義務あるいは

11一白に注¥る義務制限与れた [;()~)hOll~t~ 半IJt;トは、元に紹子 L た (;oul口州β

事件f'J伏仁およびBrii旬η事fT判決勺土、被保険省の背怠:))ボ::5:'JをJ克子;として

いるが、アゴ質的には保険金Eιjえをすふ際のEL保険干fの詐欺的t主主-;"7.jちる失分析
して， ，る応。そして、本刊について、彼f~~!主 (j- ，:こ詐 ，~Í~があると認定されていな

いのじ、 υ条に基っく J立~:は3!l:+rがない山とし二υ

告:附i::: i吉 >lZ持 O)j当大雪己主の会蒋c)私1司奇 jtt~J;2ずることには怯重な見崩があ

る}ぷの~λの j スア:工、三七!草:1こ 1 えない、例えは、好罫グ〉不定友寸てある L 通は

小間ぷ(I)J持1"'1'b保政契約を取り出寸といっ制裁を被咋険設にニテえることを I，~能

に可ること-'-()こし 4わ;li日 4る こ(j;見市:ょ The ritsion !'jhz"，雫斗品等i1、町村

伐をき"かけとすノコ裁判所の最大きさのた務を t~'JRする傾向にぷぺて、 Jf，~

に也しない被保没者に制裁をワえるようとぐをとi内を欠く杭果が3行かれること、こ

なるが、 Thι.¥'[a( ，¥，"1事??員払院判決は、そのような限|日jを完全に非離しごい

な:..，4とするl すなわ主、じJy批判事(J)，<;;見仰はi町、1;主主IZ攻防の長人干?手伝の義

務に開示誌務も含めるように思υil，nけ)ho，'，町判事、工、 The Lilsf刊 Pγμr こ~

1'1;$竿法院内決を論即日ヲーCはな 1.'可抗日としながら、保険九請求吋の最大手与古

のA務の手it1mの拡張を非難するまでに主っていないと寸るU

26 (:;3日) 1 F品:2'.276: [1930J 175 Er】g.Rcp. 725 

)7 U8oti) :1 f， {<;.寸以JS;1193UJ 176 Eng， ru:，p示t-;

28 The .';'tar ，)'1''1. l::(出3J I Aじれ3D， at jJ3f<:i [6::-: 
" Jd. ;cl :)，川[T2，

F れlニヌナし、

4() 0LJ.lli r(~， T!l(! Stnr Se汀 tfii'1'f)lJtil!川昭叫ん川リ.rulmost kρod fliith， [日(J(Jl .:B 

311，辻t316 

，1' :";9札可JI I，;u}'cl吋 Repに"
'12 ;..JJ.Hirdο1;1'パ not2/'の2'，317

1乃 p治1"<:1 [i' ~の手、の目;))~を拾しているひとたび保|殺害4約におい、子設立の要

素が3呈)ミれるべさ ζぷめら引、そしとそυ公素によっ C開っ、義母が設され λ

ると認め:-)1しにならば ・・」のもぺ/ーも、この部分は、打~)\さ芯の主務の I)~

'i':i ~J.状， c に lρ じて異なるよどを説明してし 1 る部告であ i"! 、↑♀日当ゴ請求 11"，]"の最ノ、

弄fまの • .f(務として日ト-itナダが志るとまではいJっていな:.'と河もすることができ

る j

'1j TI!{! ，'1 バ ω[2ω3J 1 .l¥.C. '1G9， at paJ口[ケ1]
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Hob~ìO Ll"C 出品川意見については、契約締結役。)最大善意の義務の認し唱をさら

に広げる L予とを';Ij:}i'たと(})見月r+りもある

本干日決l土、どlぴ〉州通および'3';J) ~ ~ !1~止につい亡、明 1'* に忍べていない(た丈， l、

去の問題川河述 L て、 Eol}0()U日引l ポ l 士、最人苫品、の義刊の(1)、 ù~'I~t '~::t;に八、〈

次のように述、くている。

「前坪I1γパ再成!立、 t~*J市!とたド V(にili:安なガ符合及 (1-9 舎とのう<~::と。 M

fh常事者~f罰'.!;~~守え氾るあみいは品開枕 Jている 1，"約|叫 t毛布~f:a:fk C 持品
ーを2去り凶行段廷にふ:;~了る苫官の欠如を七五点jすることによわて可能になる 百q

-fi"は、たとえ契約が締結されて初め仁重要にと主るとしても、予1約←よ '1ず

るものとはなく、契約綿布I前からイ7干Fするμ、の法 3にから牛じる 殺消1:;;1、

は担約を町lえ:!i i~iす権利であるに f走者は、突約0)明示的あるいは肌不町条羽

から生じうるわそ 1しねイkl約から止じとろ:{約上の義訟であり、救i/r:ユ収利;去

にJ;L:っく費約 ~ß)救 i'ff であるIi;

H品川1批判事は、 t山イ在j，:'"~~己てていないが、詐欺的 ;;~:sj\ 干しない義持は黙弓、

的朱項，~~よぺごぶされる}の志見 2 解釈できると;-;{，見解e7が為る tとか:二、

Hob よOllse 刊号斗は E下M~的請求をしない義務を契約上旬つ義J点とし取消の効呆は認

約1'1のl民l刊で時半沢するci場をこっていると解寸るごとがで3るU その時出とし

c、:欠。)}，¥があげらfL7，-:;誌 に、ひとたび当事省が契約院係:二人ったなιば、
当'jJ~者訂正話 J土史的r ら F↑じ心と池へてし A る仙 沼二t、夜約制I結1去の設冗舌

烹ω義務注反を組f二~，='f早Ss:):;f;!{ずJを逝止約に.tl'{:'，i ;'l1すこと Lっし ιてれしく批判 L

4，-， B¥O¥T:' Thc Star Scaα!cdl' Sおけ「三川111九1ιLC)42B. at 444この見町'!'/土、

!日Jの法成予;正保治省Jri[，~'~-U) 発Jl l弔問停のない恨?弘一主主っき免責さ札ることを

~':j--t英国じ、のもつ?にゃな符僚をなくしてきで v 、ること等かっ、長ソ、古色の義務

ぴ)引u、は慣7主になされな九ばならないことが分かる留を込て"C~，ミる部うう
['/9J :!をうj;fjL、いる

40 7川、j'げぷca，[2ι)o:il 1 ，~し 469，川 pal ど[日]

"日 S()Vじr，バilPmno1¥'分S，月I7(j.77 

4パ慨 id..:í，~(jつよれ l主ベて"'之、

タi約。)履行 i&iff':におげる最大害青の裂すJ上り義務を認めることに概念土のl制

裁さは宏、九千円。うな:r'~務は、黙 ~J:; lJリ:是主あるいは lf，'，z きれる計約雪ミユlJiから

生じ得る ひとたび当事首が契約問イ引?人町たならば、当事首の義務の1見;土契

約である (Th"S'lm-，')'I'(行[之OU3]1 A.C. '~G9. ;-;: ;j;-;f，J. l5CJ 

1"1 ~lìJ、 S8i4 三山、215ヨ
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てし、る 慌 に、防lぷグ)づl同議うj'"~工、裂約締結後の最大害去の弐持 l土;!)!{約上

。〉義l''t乙寸ることがむ去るとする u t諮問に、 。ra/，学附十件控訴院半'ji主:勺こよれぺ
Hn: llellln判事i/'ロtJ攻S':Lル.，:.~河するコE->・ u 一安契約 l_"，(7)法理こ分析Lた

二，t_¥.-:" {_:{=成LてしJLlJ

()mた1町平行控訴町判決Lこβいて、 EoEn，<lnn';;J事は 保険金を145求ずるj寄付〕

詐欺は契約のi:;H?;料一去、下;Ll主主、 f-;;-"2%~ :-r'fは契約千削除 r主る (Anv fra::d in 

pulldng I hr CJ川η1P¥)(、合 Id :l:.( rn(): υ111(' れ!i:.lr;:;cl ;，i:.d i'れ1iII日ぉ 111(' in~ l1 r('r ;0 

be di只chuged. と込ぺと.~れは梨約違lえにノル 2 どのよ休!， (!l CI.河1'_0，)があと

ま犬、 H0I1eu1~n よ事が、計部;的請求に|月よる 1~: ./・ IIーを I斗;.，けー!

黙7]、 ~t: た条1自と分析〆ていることから、詐欺"";詰」、は梨主:;C)枚昭に遣し、メ忠

小 t既叫、ウミのよ ':j:.ニ述べているー

1 ，条の取消 l土、.):~約上の義務 ~(t正の救済々王ど h土異な Î'; 、 ;j~ J!!..司な取何であ

る〕この;型投自主なl:>Uh:王、契れ締"吉百'Jに善意。3主務造反がゐりそれが契約の締
結，.不安な鵠ノ\Ú~切ごめる。しか 1 淵投 1"[¥]な収消ル梨デ:;1ilt'訂後(/)合目の義

務返反に泣ItJiるここ呉切とあ什不均阪である こUj治則正、実際 LHlj罰で

あ{)りふして、 J主，，1]，¥:詞和Lな、三 (Jd，. τ 山口 L~1 人裁手pj~i ， 下をして、

批保険f!?の寺院の義{1，1)、保険おの不誠実在行動を可能に守る;ιえとして利用さ
れるここに反対して主たい契約締結絞り政断 C":i、費約の遡及}リな取消といッ

jお母方iL:i'jLゴ刊一 方;ご有利になるニとは泣けられない すなわち、この救悼

んによJよ、 'fq~Þ5~者が引き 'î(;'λ投むのてんi靖子tf下 2;<謹及的に免除ホる〈め、?込山先

ff t のみ有利であω :)d.a.~ ;J:ir;， [S7~ J" 

川1i:ω51 LRLR:3 

11，'ねl夕、のように市べ〔し tる。
Omkj町事''Hノ:C ~flりし判決 l土、 1Y;~_貢首[ょ詐欺;ペj ，古水を王1[:'，にヲミ約を却)1;.(/:)(.:::1ト

刈とずることがごきるかとうかとーいう!問題に向す，()先例ゴーして i分に機能しな

いパなずなりば、 以下ρh何事行ゴ雫;iij， p;ç引時 (~1;'<、て、 H，)ffme，nll判う討が、世Uf，!J:円
なり析を t1~沼したからである。 HりIln"lnn ャ]事が使JCi'た丈六 !i 、現判的なノf

{斤:二日jついと十Jナ~::: ;γ 当11':('::れる 詐欺は、保険者と可保険朽の取引および計

約三~i毛与やが絞させることに t見本日~ ('--矛盾 jる iTh:-SI肝心1" [2003J 1 ;¥.C 

ιJ69， ;il p::y代 [66J) 

~;< J- ':.A.\二 la~-"te ， sujう?百 nott5， ~， t 早5:) ， .B.Soyer， sittra no~e 25. a~ 53， H..¥.Bennett 

~ìIuþþiηg Ihe Doιifι11(' Ijt u!川υs!Gon;l }"iiiJ; ill jns似r{!I!c!'Cοntmd_ Luw， ~1999; 

し九1じLQム(i~)日 t 211 
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日責点 lz将来に]51けてCtl三をされる:<と llig寸る二どもごえよろ つまれ、 日υ

口elnflまJ'j1は、言下欺的託、"に院するごIモン・ ;-Tーは獣/j'¥U守宅lcnこ辛づく&のと

L 、';，~l:険契約の取ザィ(主契約;}~(7)一般，~tIJ(::従て将来に向けど効);f/[ じると

判示し子炉僻叩:勺きみ

このように、 ヨobhow:，c川事l立、必り日iJJ;U (ニ:;;，1~_ '\.\~-rノ吹日bd求をしな， ，義

務の叫、iY)性立はヲl!.*J卜山義f1jこしたと慢するごとが L きるコし二が，，仁 百七校

。J請求脅しない-p;~務違反に 1Tt:は治用されな、ミトの古坊を弁ってし 1ると酔ずる

ことができる しかL、明確には主主てられていな¥，.'.-， -t士わち、本判決は、 17

条は涼|杭契約締結前だけ?をく締桔伎にもotl;!司されるここ、 17条ジ)活用は訴訟

の間企fr(こよって終了することは明らかlした 有(i'につLγこは、時論l'l~j 岩見と

L て述べる先例切の多数あるお 2 する 1;:~吉 J土、以山首者にィ、利な判示日容であり、

Ho::.hollse判事が、その"WIIIとしてミえれ内をあげている}第 ;、亦訂;苅拾によヮ

し当事者C')関係が対す関係になるっ[f:: . ~二、訴訟開始によっ亡、訴~;~r-~)iltの
Jν )1力、古事ei"'jgJ(J)院1主および当事省の権利か土社社するため、 17条r基づく取

;J'1:こよる救済は必要なくなゐ山

Hobhouse刊弔は、契約締結伎の茂人害対の義務涜Fi.り救済力法として深険

毛せがJの潤岐川jな11'丸山を認める F とにつし，'(ぷ J くJ;t':-'Jし、いにも、百i折、[日E古ポ

:.~_17条は旭川主れないこは q，日待に述J 、ていないじ辺に、 i叩c 川Ilse tlJ事iょ、前

述のいとり、計欧JJi.誌だされていないから保険者の17条に*づく抗力、は認めら

れない τ 吋示してし、ることっ、ら、詐欺的 z白烹をにJ な 1 、議j寄[立主2l'i~-J上の写実持とす

るここが妥当 L あるとい、契約~âi ;Shf去の最大 ;~J-7E の義持活らえをま干}刊に保険契約

イト遡投凶Jごヰ"りィ肖 j"，ことについと政し〈批判 νながらも、ロト欲的泊ポに lT~が

l邑「日されも Jf P.E'::'f_ を~{-1tLてL、，L 〉も f~1-司、でき ω に iJcbhoLlse軒予;之、百七"ic的E汀

求;こり11，1"るいドモム/偽口』を契約上の法理とす一る分析を是認するまでには主りな

山九fαI'Gil!iH({J，.<dtjJm i:¥j;(' 7，川 ;;u日14

同臼に OtをrseasConuno(tfties Ud. rぎtvle，[J:1日J.1 L:uycl's Rep日O.at ;';:)9 

日 T1uS!ur S("i， [2G'J3] 1人じ 'lG9ョlpara [.18'] 

保険金詰，P-Jlj，守fI裂がJ*;':iがl千去の設人:苦J古の義務がイIイ士1る可能性がある状
況):lて、{刊え l工、彼保I;Ji話カ JHjX組|汁l円安、史を牛 L山rべ荷台
幻 rjJfa;;ok 1. M 420.) があげられる このJこうな場合、生更され令部分につい

で契約治結請と Hおの開示義筏が認されると考え円札ζ)c 

川 TheSlαrル'L 1_2GCJI 1人じ'lCi9.al p~汀[， L'~!j j 

UJJ ~lìJ、 S8i4 三28)215の



ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

かυ た τ する口免~'"があ 1.，) c 

言自4節 The Mercandian ContInent事件控訴院判決

1'11ピ S'lμ)'Sca .-六7しい、沼された Ti恥1μC"ユ"11吋f

{件千F位~~J訴千 F再荷;立; 干干判;ja~νμμソ引刊'l>はよ Iω9(似)尺泌そ6年r海毎 卜rf保1主t険μ、1;':条長に;基年つ く淵 下従Lゴ的:J~心2 耳取;兄{以計叩'bJカがl' 厄!川川|リl さjれlる

戸場卦i而而T奇如制IJ:I源摂し P 内 と削釈さtれしている キ本、f件?引Jしは与ニC、官イ汗l1保呆R師除jた:与認戸~川約5に|主するものであ

り、被保険者;よ心過失あゐ修F甲 l より斜'~:を受L-tl:.fl汗のJYi有者(J月25・被上

高7人)炉、被保読者が清肯したため 19;;0'了ノ.~:;二者 l 咋険者に対する惇刊)法

(Tht' Th;n' flarti門 U-?ig-:，ts却は1口、tI川 U1'('1、):¥('+ 19:-;()) 1条にふつさ、深伶

者(波壬 !罰1人)に汁して、始。〕臨」哩l河する被況がも者。〕女イ下を認め，('判決

に慕っき 1事1甲空間ちの支払を求め(.字架である l 探検7" U..、被保;&需が ;î{~の 1ft

坪;こ潤する育1千を:v'fc!ょする訴訟，，'にした丈言偽抗が品大千キヲまのお務にi貢反する
と主張したによ五の偽造iz、保|境ィきの引J~(j) ため仁、裁判長引一関してす丁われた l

Tなわら、修理の目f;~:，こ悶 r る ~)i 訟を北伺乃裁判所ご行うよりも、 トTj: ダ

ドり裁判 ry~'-，:'わったら 1J吋日声却を減釈できるとの:' 1)←グ 付}弁芯 iの設勺

たアドハイスがあったために、被保険者は文書の持活今1-]った U

Longrr;ore 判事iよ、契約締給前しつ長i、干存立しつ義務芝::1.~~理 ltl \.~ '!í~f，負契約券取

~)i M!U'Gi!lirHl1 幻'か(i川】L{，7江l:_:d4 

何印刷'3l1 iLC. 468 
:，(J J(/.')' Af，;rc-Sc:JJtdiu ){-"CYXlj l' Cul!uηLfoyα's L'n!lei1ATUeγv三川町ri/lu叫 ioLioVr!'s 

μ'cii，y :Vo，?i.JT lOi.JイSYιnd:J(C'Iii ，1-/0ηJU' }nSllra町 cCo， Ud， a川 iOtんγS，分(川J] :: 

L10ちu::-， Rcp. 563 
I~-':j等U、同 :: ~2000J 2 L-:引に、 [U'[l. :-j ~)i.) は、ノイ二十は被保険-，-{>i-rJ)立i-I.:，'!:;-:G:グJ義
湾が生!こなv寸 -7，と刊'1、1， '.'る その湿っと 1て次(/)J，(をあげる 本{';保

険者はリスクの1)受あ乙いは世:更を市 L込まれ汗わけで(立な、保険金の止払

ペコ深抜三訟の支払 h 湾「る 1:iLナを求め記れとわ~，jでも在い)このような状況では

球大善意的北務をぷ寸w本的迫田がないυ 裁判TFlこ::tJ寸るィ、実的1<小!之、被干年
1主背Uコ保険金5百本とi1jl{;閃行、がなく、ili:要ではない J さらに、裁汁誌に関する

丈吉弘迭の結!;I~と L て、 í~~:;責主か(足数合高求~，~院可る !nr ら刀の行為￡寸るよう

;>非かれたことを 0.-t~正 J叫がなし、 {111 ， ;-，:_ ~);-11 “ l7弐]ノ)。

r"，' ~.Y.Yeo ， l-'ost正ontr々'(IEolGOlJlI Frl-Ith (山町2'';in jwli口a!/liii印dc?，~2003J 66 

MLl{ .'12:】 ιJl.'133 
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りmすための条什である誘凶と三重:i.!!-tL(土、手'U/0締結後内最大手与意グ〉義Jf;杭を

部 111 に保険契約 ~'J{\ ) mす引にも、川況の設1r:' を ~:Z;景 Lつつ 泊;r;2-れなけれ

ばなムなしゃlこ1る、重;?:セ上の基半について(己人次のよう述べている (;¥) 

，t以はiI;要でなければならないれここにし J入主要kは、詐欺が保政寺の最終的
な安rJ(uょLlEwtしizLbilin) ':二;;.響を/えはずこ去をいう。そし l、、 (3)詐i'!:じっ
m-;、さ、あるいはその手Jl果が、保険ぅrt，:.ミ望むの Pあれば告とぞ:]1.主lえやJIe'+1に裂利
奇終{させ~!二〈てができる主うなものでなけれ、どなんなしバ。本 ft にワ v.-c;ょ、

被探険タ:よる裁判け去に関守る宍犯の偽て:_~l~'J保険-11- (，1') 長終的な貰任に院係が丘

¥.-，と Jv 7二

本判決は、梨)f.'.J時計有の最よ去 QJJ)義yt7主!えのz件tある可'c-t>]'tとえiサ:土、
その内容;寸主いはキノるが、契約締結筏の前大;菩'0:n.}:正蒋i主反に17条をi産用すゐ

際にも官刊炉士る，る 本当j夫('"j~じべ ~d~ た~:~約昨絵依グ)最人苔ログ〕義務違

反における重写性心要件 ~;1~~~(i: 詩的技れ~u ，c;;rてf千〈グ〉影守十を必要とすること均

九f??定の[午、治省会基ヰとしており iihUA 0')ノ、I則/を〆'01，合しているため、説1'<のlよ

(i， Th:: M山間diaロし川U!(，，Iιt，[:!()(Jl1 z I.lu、(rS!.;(~p. ~札'-j， ar p:ml ~~6J 

契約締結!っjの波保険占の間不認務の重12:住的基半にういv は、 190G{:'-i年 L~1St1. 

険υ、i広三全日」買に日いて、呪IIIな保険者が保険料の吉良を定め、又は危険を引きそ
にるかど弓かを決定「る際:こその1'1j1';'二I;;;響を与えゐ事実l之、 「ベ"c :ITt-，~仕事

天と寸るとよn:;，tされにいるい PiUt A!!山 !1('!IJSt{i白川"cυ L!d.l' Pi山 ]ψ I1!SHf
:1II1'e Co. Lt d 事件頁佼:~~tl;決【 i19%: i¥仁 S01.) ~ム 153ミ 2 攻山中古刊の品

市を日す事冥で品るかとうかの判断基準J土、リス〆l~ 評{内ずる際 (J)慎重な咋

険{i-CI)，8，考i厄程ぃ総評を及;主すう1":;:刀、どうかであり、同市されんならば情LDな

保険芸の決疋に決定的な影響を泣(ます:事実泊 iどうかではな v とした「そして、

i足険手が被iJ:均枠内不|草ノ]ミあるいは不」 点ノ了〈え昨11"こ保険折半'~.PJ: 取り?:'íすため

には主計Jう必公であると[たl その詩1"11上、 オ-1: itn不尖夫小、η~~~ とトl じ E

は，t_.-t-るー 政、のィ、実J、不の要件シ Lての{芳肉ば、 l肝 の誘同であゐ必要は

主:いはdgii!!{tonl' VitzmaηγlCi訂以前 29('h，[;. ~;， 9 ， at 'JR::i.)η 七日J愉結前のif

安住お J び百~.ドこ|と、契約締結役れぞれ"心〉返し、につい-'( ~，士役11\ずるい

Pan A tiantic事千f 子:Jiたやとり卜げたえ同として、中均i'eI町 Ifft刊())民間告知

長務判例」大伝子児大挙法学会11究おら 1~~. 1自以ト、山村雅人 イギリスのiii

均 ::t.務 k;}.:i(-!'ゐ重安住松山大子:請集 10:言 G 弘主7頁.L_:C:~' ， GTk-fi'， r設大古志

ぴ)，京出lは時ftu:れか〉 海法会lJ f呈i:l39号113良以トがあるp

出 1'1-1ρl.Iけ('wuli聞いmli1!c!υ12りりlJ2 LI、川l'sl{"p. bG3， aL [lafa :J!jJ 

1211 ~lìJ、 S8i4 三2t;)215全
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1'1はィ、以であるつ3とJ↑lJ高され丸いるつオなわち、認約持活Hliu)~i芸大毒去の誌務

注jえにおける屯要性の君準i主性立なfλ造計会主準としミおり a 定DJの要件をお

けるここに意及があるカ、契約締結絞の最大7守主 C)::;主干専の五三之江幻 i~_件がhノ巳

の保険予を1t症にして v、ゐkする炉、お国の要flを包介すみこkyなり、 )]IJ悦

l 二誘凶の:~:n を設ける意義がなし、c また、契的締結 H' 内長大帯意ク〉荘務没皮肉

安件としご{ワ 1J号 l人l とノド t'liえの主語性{ワ基準に~}1. ti される局戸~I;立異なるとj白紙ヲ

F 
J すなわち、辺約締約討'1 の五務述反0))要件にいての ~，N~:;/立定的でなくても

よ l 九問題となるナ'ÎJTIが、表示受何者の契約締結;こ閉する判ド:;~:..:. -If， むではない

とし、も何らかの影響を投Jましたのt巴あれば[必ずあり、仕 の誘ぺである必

まはない叶"日責任に間LCは、品川むあるとの叫えがあるよっ Jで Lこれに対

L 、ノト判決のいう読売は、 :hJ 険者プt)，~1~頼!~ /被保附者の行WJJが慌役者。〕技終的

金正包あるいは少主:くとも訂」ヲflこ首長"ヲ生湾 :~J~内を右 fること、 ;ーなわι、深
防司??に重大な校合を与える;こ相涼ないニとに μ明されておリ、設問が似約者の

判断γJ九'，:21-]'むな影響本泣いどす τこう必出、と併すゐことができるから、説1'<，(あ

る止のiI'定が働く寺地がほ正んとかtいことになるいそれ此、契約終結伎の主務

J毛皮ぐっ'}ど刊-，:'ある話出;王、約桔HIJの訟凶Jりも日い誘悩のようだりムとすゐ f

ナえらに、本f.iJi又に汁(~Ti土、次(7;J 】な担j，泊もある c 契約達伐のt(済方d、は

将求効であるのに、なぜ、探検s'(よ景よ丹旦の義法i主反キJ'frlr'二保険契約を遡
及出j¥ ，.:. f;Z i':~î -')一ことができるのか 迅にいえば ある iK~Xi，，:おい C担約違反が17

条度反に去るとすゐのであれば、なぜ、 17条に岐}己された坑汚)J 法í~{白定され

るのかl珂らかとはなパl、

本干日決l土、 lケ1そが巡JIIされる実的締結伎の最大下得意の夜務に到してtlJ示して

いるが、 73tが出尽きれない提出J品If針殺の最 ι:lt-.~、の義務が与在するロJ 能性を

併定していない 1 本判決i三、 (1のl'日出二!矧 lては明慌にしていなし、といえよう υ

〈ミlの問題および湾グ〉問題にr'JI 勺 Lo明;IlU町内アバょ次のようにレドベ Lしる
「詐欺的請求石しない夜務が説されるこ J、お tT/主主際に詐欺的請求手 L

と場合に保致会を取得でき士いこどは、黙不日ヲ条乏かえ忍めり7，_る》ずゐ

“ヨ Y.'r¥:'l幻ザ'))"(1lloL' (iD，れLバ;)，j--/13(】
川 fd.;:l 4;;(-) 

r"， !¥J.Hi!.'d. Thc Saf.{'1 ofihc仁出ltif1.1unp，-Dt!ty of CtmostじοηdFauh-thc sCrjuei 

l2002 .1臼L32i， μ，331 
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よりも I:1':: ./・口 から認めふれると tる ljが式i:iである。このゴモ〆‘

↑7ーのルールJよ、保険引受人と被ifに:主fのro1!二仔イI~l する };Õ ，tT:の義治から生

iJ 12るし、契約総合lJ夜:→17奈:か迎，fj-Jされる:刊とな"得る ・・ーたとえ詐

欺的誌、Jょをしなv、義務が苦み的J京DUかハ三いる〆しでも、三つM'nは保
険契約の収消 (1¥，民da:".叩)以外の効県を契約:二定めることができるこ ι

に疑」づミなし

第 5節 The Aegeon事件控訴院判決

/'h(! A e/.;c，)1l -11-件i't~)r: 0t刑Jiたc; 止、戸ト事、 n~~M)kに関するコ τ:>. LIーは詐欺守

r1'"の利用にも適用汽れゐとし子、判Jiたである すなわち、許役的請求に|舟する
2 :;~ン・つ はiD1人誇ヰえのア ス\，'-=:1弘、て確.J.!..'-， てきており、詐Hk:';~:~~~人話 Jえ

が認められたならば、長:'0:;)'く;こ保|むと持出:女とがì:! よされ1 いなくぐも、詐欺的~H:R

l-関するコモン・ n-(，_-~きっき似険省 l土免責ミれる〉 τ オ;-(， -~M 1.、詐欺的手段

の干IJi[!の鳴き:保政者以託宣される介いう約;;kfユ~がなく介、、詐旬、的 H之の

利;jjがifiめられた時 :".::~t 抗的請求に|場すゐコモ>口 v を ilii射し保険ょが í\'.-~

されるカどうかは、成立Lまで司、i円であった川 本主j次J土、計靴、l円請求lこ附する

コモン，汁ーが迫J+j~れる ;i'Þ欺的請求の額返 l二許試約千にさの利!+~ も含まれるこ

Lたハこの点は、 :1')の問題:河在「るが、保険主詰ぷEすの被保読者の主主大古志

円高J;i'j;))的雰!'い λ よりも、 JH主的】詰求をしな v 五~JtJ)百HP;円相雪'J に}止する r

本件のつ「案lよ与、のとおりである υ 199日年2月19E(，二被仙~.Jì主:庁所有の fíA じある

'\c戸川(号が余慢の;;:<~]!jJ川l'をしといる|岐に，，:二r火災にぷけ+-rl士会そけたた

め、引保険者{原告・拡 "~F 人 が、海十保険(，.:.)t， ゴき、 f果論TI 抗告・:司二

人j に保険ゴごを泊求 v たこ r~，~貴誌は多〈ク〉ワ 7 ン i 違反かめると Lて保険:~

0)支紅、や+Li¥21 したむこ :'1方 :j問題となったフフ >7イ:ょ 金属の訊問H日工は

lホ rrド ，lfi'YwndiailC01出町叫 [;:~()lìlJ Z Uoyd's b;~p. :'(13. at para ~l l] 

出 _4';(lltil，JS山川村山い AX!lCW!lJ-iI!品川 [2003:](~.Bωd 

付従なから、請求が詐欺的であった場合、あるしは111主契約に主づく何かを
件/Jr め，-詐欺的 Ji 古均千 I~ fj:J ぐれた場々、 f1~険契約 i 基っくずベて(!)，fl;益を喪

失γω 片約よ~~k#~定されごいる均台があゐ このよ 1な詐欺的Tl料、の和田;ー河

するネJ芯;規定に占"っく主張がなさ札/之判IJi'支f'>'Eと〕亡、 11'clch合 ROl'::l-l1:γchan;;t

λSSlJ]"tlW，，*f: n~訴批判日 \;0.391 j K臼 2別) かあitレJれるぐ

123] :liJ、S8i4三24)2152 
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LS"'¥ l比LOel以土X山仁

としミつワツ/づ イごある t被法う矧写演詰計}よ言誌、戸芯iを4隠走貴帯和起F戸己己己Uし、 b保呆矧|険写演詰計iはよワツン7-~ j泣Eι丈
， イ少トd尤'Jt'こ しご一七伝 ~R しえた 山手訟中に、被仮設ξ:立、 19D6:r2)J 121: (::子、馬の然HJJ

力Iι|を始め丈-J--: jdi-"、?刀玉、その尚、金属の室長買力E1は1月卜句羽に計iめLれて

しιたこ亡を司l切ずる書ti'iを七九iiiした。これを受けて、:果険訂(土抗弁ク)交史を求

め7二u すなわち、保険'-rn;:被保険ぅ11ーには詐欺的訪ょーにfきれることや?とヤむ裂利
締結をのよ立大普l主の;工務が謀されてお:)、被保険者_"f，ふ;主 jl'_:-~O) 書~'iJ:川JI "，t-始

めt:1二につ V、ての小コミ支不を沼::rt.'-=:-f-異論契約を取り消よことができ心〉主張し

た〕品 審(之、成功。3見込みがなし、とし仁、保険者の抗弁の変史を認めなか勺

た即 位:険討;よ 仁1手においし :1白な話求や維干寸するための7下歌的なt5I

iJ許放的市すとになり、そのような詐欺的な土佐(計欺的ア伐の利用)泊あっχ

主:ら:よ保改r.1i-:.151:;貰されると， ~， Ij(ィ、 11ヲな::f:l.l: :は、百干 tt;~ 的i'>-~;}:'-:関 j一るコ E

ザ。 1， と!司じ、つまり味をつかないよっに動機fけるためと i~_ Iょにた。

本引は、 i又涜事~iゃ似d寸可類間寸る r号偽の陳述てはなく、ロラ〉テ， ;U王反を

|日そ" してき凡伺加ムが始!X'Jr)れごι11Ji:っして;主協の陳述を L/:ことが問題

となコたので、詐欺的干段の手'ii;jの事来ーとなゐr 木、;';'jl:+::: 土、 j~， S;主 1;:諸求の白効

性に院す之J詰i略、があるjJ政iN.装わ長芸術にi，j-jる計款がある青i買う、1'1<;治大請求

と、 i:-欺的手段、乃斥11，1ぞ;たのようにlベ別Lている

「ゴ員当がなし lあるいはJ員百傾が誇訴されれケ スlいう校λの詐欺的fAぷ

と詐取、t(;l'段のい{~I~(土胡慌でふる オなわち、殺保険誌が初fはな、、と引i

:)なっ a ら e あるパ:ょ損害 iよ百本独よりも少ないと知~;なカら語、'i~:たなら

:よ¥きへ誌の詐欺的j，t'i;}くとなり得ι 詐欺的 f段は、被 (113員~が、 i;:~)Jくした

損害を受け/~r. f-qνなが九、 I:i;i偽の表示;一上リ Eか'l(に問7ふ'11てをこえ蓄し
たりイ存Yトしたし叫与に干":iliされる

印汚者 :ll:li('j)orLc(l.n人[14.1:;):，)は 史約締結後の誌大古さのdt務 tンコい

亡、次のように判示している。 アランテイ韮以があヮた士 ι[王保;&ヲぞれ義務は

終 fすることとな乙ご法大善意の兵務のね Lí.'I~語、ら e 被保険者町立務もワラ/

ア f返!えの刊にf干了するんワフンテ 1j_t:'~J_えがな:-;-tL iよ号、詩大 -~~~õ.>2:グ〉義務連1えと

はなムなし {又治合l告求:時:諒される渋保|境告の主主務は、訴訟がjt起洩れたし守
;ー終了する 本件の虚偽の涼ょ::s:土で出;な請丸を詐然出J，古ふ:ーノ生えゐものごはな

，'(1 1'1-1ρ .A"5"山 n，[2003j (~且~!Jtj_ al P[，jι130 
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マしん 志判決(工、詐}虫干w設の利H11詐欺、8'01'古求α)eji怒とし〈抜われるじ
と L たコンドi十については、詐欺的E百点 iこ '.j するつネン・ 17 ーの直;r;~H ;k1.:ょ訴な

開始:上って終f1るとめ;'2、訴訟中になされ式詐欺的戸主的利JIJに詐説的l泊

:je;一喝すζコ壬ン・口 の副市はなU、i'J~ プ 保険すすのよ広 l 土認め~_) 1 Gな小っ

た。なお、，t以:干J;;ii求に I~Iマゐ J モ〆‘ロー。、沼周が訴訟開始によって終 fす

る到1111立、 The日汀r，'!ca 芋1é;-.貢 1ι治判決円がl~-!Of;年 Hif' ト保険 :'j、 17条の if:í ;liは詐

訟開始にょっと終J寸る，l:Lえ垣舟と同じである

~~Jlì問題に関して、本判伎は、，1'欺的~M-;]<" \， j;下数 :'i'~ 手段グ〉利治を今、む) ;こ!司

9る J弓ン・口ーはよ7条の適i!!淀I持i外じあるうミレ、 盟法的ヰy'?~O)判記(手 '1 じと主

しν4とした なわ、 fhe AI:;1'(ωlian CJntInen!苧i千戸Jfバぇ:tl;?J('-~) は、持言、 nιI詰」、

あゐし 1 は詐欺的f2れ')刊羽の事案ではなく、この判決("~;]':)し 3てjrtべられたI門条

:itlト目的習刊である百 i泣けの蒸ヰ 1;[、てのような宇菜、こ必ずしも j唱さではないと

ヲるハもし、 その重要性内出苧を計部、的TJ之の刷用;こ河日Lたならば、?えのよ

ラな ~f~!; 与に!なるとする 第一仁、詐欺的手段の利ilJは、ー仇:伊豆';-:::ではない:

〉となる J 第二に、計欺的 F肢の午11mを坦出に免去される;の子仙S¥)な十':Rが

/ト，.能:こなゐであろ λ) また、そのi1:'~刊の恭平を t~t恒したならば、ほとん

とのケースにおいて司欺';S手段のがILfjに制裁はないというごとになる と?

るr LL1るi、 Thc ，Herwndui何 C01川町山手円J?J此tlJ吋}二おいてi+.べられた

昼夜生の恭平は詐欺的fA求:一司仕るコモン.u ，には不;直 ljj ，~ L手

" JII.!lL ran [i15~ 

己 fd.at paret [;iι; 

"っ003-'1λC. .'169 

;'，1 Th，; Ae山川 [~OfJ:-;J (~.B. '-):-)6，九tpalι[4~) ~ 

川 [2ω1]2 L~()yd's Rq)予C:3

7(i T11，) -'1 (/;'POIi， ~2Í) ():1J Q ， n 日前川 p ，trけ [;;~J 第二の点:-::.:、丈一》え計欣的 H立
の手IM!c詐昇人IIS詰ぷに関ヂるコモン開口 :o""'.iZii刑され 1，;) ，，:::しても、 Thc :¥4('1' 

川ndiαnCι叫 υ!ClU-*何 t~{ 訴ド右手:J ì去において 1/1'ベよれえ重要性の主主付を l宿泊する

と 保険町一に有効な抗力、をうえるう下主についてσ点鳴のzt守山)う スのみが詳
説的日生。〉利用ドなるから、叩|境話;正、予備的(.，?、そのような虚偽〉表示，-あ

えらない〉しても詐欺的f伐の利用lなる ζ して先立をァト.J12できな，，-，乙介を!gJ
2単としてv、る b(7)と ν通える

，"i ld. al para l3'7: 

l2fiJ ~lìJ、 S8i4 三Z~)21日)
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三十以内右求に羽十るにf::>。口 ;工、主にじ丁欲的過大1'9求。)事案にお、、て保

守しと弐た Fhl' AegcolI 'J;-f二十控訴旬、判決は、詐欺的子設の禾:Imにも詐欺的請

求に河するコ壬〆.u-"y:迫f討されるとし ι I¥T::nlCC'判事が、計欲的lμくに17

長はJ事日~れず保険4d約が迎及的に取:)治されふ二 k はない k しながり、詐批

評n段の利用に詐欺的14求;こじい一るいドモム/。口』を泡崩するとしたことを支ね
する見限ドがある すなわら、詐町、l刊誌，Jえの紋i占方yょとし と保険契約のかi及的

な取消は認められないこ，1:，1なるrめ、決保|没者の小iFどそれ(キ;ずるは消/J

法7Y午、ごっ簡になるこシをICCI:!':Cき、かつ保険苛:三五千9;).:iμ7話jたので義をホ欺的手

段まで広げること i:;リ保護をうえけるつなお、役所するように、本目決が認め

る詐欺的子段の利jjjの白[-wについこ つの主解カあり、どのよっな詐欺[ドd手段
の手IJ;r;に許月史的請求に|主ずるコモン・ n ーがi産用されるかは明伴ではな v九

Th" He'Yほ ndU.111Conti削げ事将兵訴定判決 Gを l、し/::1心叩ll~or 己主:j?j'f は、 n包)

ふ gC'J!t事什戎訴出子;Ji/:カ司'Aklι詩ぷおよび計歌山1政に関するルールはII条

(/):i~fl:J ぬ Itt!外としたこと l ついて、幾分驚くべさ進Ir: との込併を不て'.'るけ

な~P'ならば、制定辺、 l の主 E の概念が契約制t結伐にも通用されるのであtL i工、

;t;主的請求内年 スは最も切花、ぺ誕視できない契約常結校門書 Ë，~つ欠如 i こ t~1γ

る例だかよへである語、 l~ ， 1，づミに口、の解釈フ3、 11; 殺であ九うとム、 flj!~ される

逆反である川こする I

第百節 主要な判決のまとめ

誌は的治ぷに刻するコ'=-">・ 11ーと 1D06'(I'-1と!保険法1'~条の期係に院ヲる訂正

玲 tン 3い亡、 了j保険金詰:J"，j の絞保険者の最 ι:lt-.~、の義務的内'合、②詐欺的首

求をしない義ff;(!)法的 11.資、 )\itHJ:Éコ"古求をしな Lι誕務違反 l 二 17条が~~射さ九

るカどうかにE点ゃあてに 1 警な判決や段tl~ ，~-，た :2)0)問題と郊の問題l立、

市 ji; に崎述 L どおり、主主t的に(土、詐欺;，fJ ，-，~求ヰ L ない石:務違反子J豆 11 'ずる

保険ーを2去りの取旧(遡及効を認めるかどうかレいう問題に関わる}このなは、:-:，;::

日ミf以内cr，snj:m notc i..:j aL 77. H.Y.Y(川 su!m/llOlC (~止と L <J3:J 

刊 ~2ゆ0 1] 2 Loyd丸f(cp.563 

E-(' A. L02;:nnO!eιω)d Fuirh (jnd Brct{ch o{ tLmmav : "lrc l¥-c J-j川JingF01wur1sοr 

白人1ωds:"， :_:':OOll LはしLqlS8ι: lG7 
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~土的 l両求をしなし 'tt;j守;--~民的刈j矢を検討ず乙際に、 IJ度とり げる「

二二で、 fF11貴金~2;\R"J- ，])1，味深|設計の殻ノ\二一立の義跨のいlむおよび~FttUJ;;話求

イト ν ない ;m務の ptJ款の類型に cq'jφtU示六]宵やまこめよ~) ()、省について、

f'!lf Utsuノi!Pri1( ':jI-1'-ロラジ、廷判決i土、詐叫くUS詰:J二をしない義務 H けでなく非

乱l二高する不実表示あるいは不問不をしない義務もあると Lた。しかし、 Tiu 

Star Sca 詐放出""目、ふし守い義務あるし寸よ:

務に制限~，/- f;走者につし、て、 Tllバ山川1'1円 irl('事件尚引王位判決は=鉱山h金

詰〆jèW' の~'P ~.k(土保険常詰〆ドワ誠実什あるいは詰Fι 右寄1に関する士院に 11ì:j p~~ さ札

ないこしたっ本;Jilとを計説的r-~去の利用ジ)ケ←ースと J>.0 )d)鮮があり、本1'JJi廷は

詩歌:';~百五ぷの;下欺の Á-lf l]:fJ1~}~ ì_ ，~è'{山奇聞やLìこと併すること 0 む主主.， rh.; 

ヌ/nrSr:!1 事牡 h:-~主;?，こ判はご i土、この点存否定日り~ ~ t，~える芯はが述d 、られといゐ

f内か幻 Aが

υ内Jλ頁苛」ヰ弔B範F阿h外とし、;段2投tうとしながら計t設士J灼J-;-;'段立の+利iJ;丹用j石Jにも計歎「均j請〉之ポず久にに悶?る

コモン・t:1 阿佐JIjされるとしたJJZする i 、 Ti't!!L山川!1'ri出事刊 I'';j等法院

判 i-t~いおいて認められλ 保険金詰ま汗の絞保険者の訴に吉まのま記務叫ん谷は、

?をのけ決によっ L縮小されたが、詐欺的論文を〕ない義待の詐欺の灼~+;.:;二、改

の;~:jiたによっい詐欺l目前.，)<iこ~村る一日ン・口ーは li ;;ミの l直J.l1事~:刈外と l~1: 

f生ろこしながム認められたf

第3輩 詐欺的誇求をしない義務違反の成立要件

言自1節 詐欺的請求の詐欺の嬰件

詐欺的 l古求の詐欺の止1'1として、 J)寸干〈ケ吋持的 1品ι，1'刊T、/江」実E長ミ性ρ円)!.弘辻イfヘ∞重l止ν1i 

Uの〉要件があげらオれし仁ゾ 4斗..[~"人ベ

ヰ午二柑的受f件干:は乞之C、虚偽の長)J;が、故意になされ手こと、ある'，，'は、世謀L

(，三ck円 slyl 由、突であるか点偽であるかにつV、ご注d七を払うこ〆主:くなさ札

たことを要求する<:::っ過失にJる定汚りまントi立、計問、を構成しヨ

ぷ ~V:. ..¥仁川rk:'SlljJlγ1 nnLi 5， ，J.:. 85C 

[，2 Lck p J1iith，;u:s， (1 D2i) 29 Ll 】 Rep.141. "':、1'11土、彼ffJ!主主(尽に a上五人・

被 l 訴人 1 が L耳 T~I) :_J レクション~椛まれたと〆て城県f;j!;怜に長づ主 Hω0;):

1271 ~lìJ、 S8i4 三主))2148 



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

詐~えには ~:t lW、による詐以も含まれる 81 c Thc .'legc州半件社訴抗 i'U沃は、殺

保険ffがT[ヨに保険金を話ぶLた伎に点偽であること h気ゴいた伊保険金話オえ

を己I1卜じなかっ会生活介、許説的』占ぷになる以I:LJ

ヌ'i't'ltの要fI'，止、 dc肌 in:misnJ1e ::u、;土主ヲに羽けず) の泊用にすぎない

ょうである

主要性の斐1+f止、点偽の滞日が保険者グ〉責任ぷ内りにιk>じ [n~ 示;:~~;え及 lZ1

dfcrl ¥11:' ;Jh'" rr;-H:;n日合計ハflll:'in:-;dι Lο 時:.，: : ;:，~i たされる叫。

実際に;土、これ勺 ι乃;}~: íq を按/して、詐欺I'f~詰〆Ji.I!i，!'h" によって、これらの

要':':'0内容がより両 1三金要求をぷ jも<7)となったり。主に、安1':を満た。車ITilF1

l)て主よノ¥!ていた hするといえる…すなわち、災際;こは、詐歎(r:j請ヰ川ャ院司る辛1

i文句jは、とのような過大請求が許欺的過大詰求ごあり詐欣的請求に河するコモ

ン・ロ がi!&r-けされるう¥あ心いは、どのぶろな詐:ttt:'1手J立の手1]1'干に詐欺的5百

点;こ均する寸ユ/・口)カ頁+iされるかというニとを間許:とし亡記り、 ト休の

一つの公1'1山内科が、詳説的高:'Rの類型γより生:なコて1 るといえる， ;t説的

ilg;Rの要件以、 L-~じの要件をも y に、計欺的背わっ釘型Lこ1'，;L-Cうナザfνλ 方が

ンドの保険会官 l白沢~ん際!人主主まれ P 切 j. U)日 ::b は '~'1 ， ()()O;J~ ~ドと{言〔てい

ナヲのであるが、組声器1をi止「ソゴする?めに詐まれ斤切手:乃11スド(こIリJ有 J ていな

かうた切手を政出、L載すたため、保険tl{浪ι副社史上J人・よみ人l が点イ!{;(う
前ボに開寸るヨミ岐に注.I;zするこして以下主主のえ払をJ円ヴしたど0'，ゑであるつ本土

にヲ;ぺiL.，た川沿、は、 11t;偽の請求に閉する長訟の所有(l二悶す令i'¥j;;]'--Cある{さわ

審は、治拡正虚偽で詐欺恥であると認め、む 審は、 ~-1~1;:~ょ者に慌役立7.0) 主払を

命じよ'べ貴快院は、実審を2:tSし、許取を認めと}
:.~ム\.Cl arkc ， sι:lwa noLc 5， ;}'， 8/19 

詐欺的詰:J((l)詐欺JLコヰン 口ーの詐欺のようだといわれてしとる Uoidノ

コモン・ローの詐欺に院する先jíU予める Dcn~;' t' f!cけ事fl丘肢にtlパ!、 ((1889;'

lij ;\J，~' ;;:;引いおいて、詐欺(土次の上う l述べt，れていrL)虚偽の氏不が、

、1，古文志 bこなされ丹、またね 2iその曳:た円 h 湾〕て確信なくなされと、またはが

ilr:刊に (rc:cklc:'<sly) 真実であるか虚偽であるドいついてn烹を払うことなく
合されたことが1人要むある J

外町九u己rkc，叫!臼l850
Y.- Tlw A，6'仰 1ι [こりのえJQ.B. 556 川!日rれ [4- 5~ 

日ど A.Clarke，sutra notぞ 5.J.十 8;::(1.Lc介t'Jlathc1.ι'S， (1 (Jつi)ワDL~.L 上~ep. 1 ，11 

l"i }，.'~ i¥じl[，rk、id.;，e 8~:3 
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明椛になるようである。それでは、，t以約，t-iT!tの桜17iJごτに公itをずに出〆ょう、

言自2節 詐欺的請求をしない義務に違反する過大請求

担士の過大η! 削 l は必←ずしも ~t出;とはな 1;) なÎ.<\"，なぜなり、被 f~ 存、-tí- !i_-T:.~ l@::に

よ民再を過大評価した、あるいは、問弓)"( ;IJ!大，f<'];したのからしれず、出再rコ

科!弘J百平師は干にして昔、見の問題であるからである出ο これらのう 主~j:、干

続初13J 件が満たされごいな 1.，;/えよう日まと、 ι制lI，~:知書訴の;;~~:三も、実質

性的要内を;:0たし たい会¥.-，かlコ、計欺的請求と〆 (j設われないであろう。さり

に、経常にL土ズば、 間nι; 't:件、:ょ;賞伴内安↑十および可思↑年の佐件l]~i'せた 9と

しても、交り館 1:;l;:rLi:l記 EgllrcJo 山知!~jdl川、。〉提示レ L ての過大請求は了}

される 5'-'η 「なわち、前述の つのむ刊を満とし作jD1 ノ\詰 )i<.~j 、:::r ι に、 :.t :ttt

üS'r;号本に「却する円/'口ーが両用される計欺的剃大~FHとになるとはいえな

い 換言寸れば、 J干欺的進ぷ:吉沢(主 計述 ν〉 つのlよれ存治た!な過んl占求よ

りも5人い市ょ同(::. _I，'_~ '1 ;;，)辺太請求である そ乃花開は、ヂ観的要件の;[性を高灼

る、ずなわち、戸欺的な首凶を必止とすゐ」 ζ により、あるいは、実質判的l止

件を共体化するにとにより 狭められ亡いるといえよう

実 ~t干の'~f': により過 j、請求が北欺的であるかどうかを汁較することは、

山川po 与件j主訴院主;W~ 叩をきっかけ\-~L-C 1; り、+置~8-0褒1-t-(こて宇IJliifT る

ことよりも肘史がi主いへさらに、最近、出河呈の格差があるかrうかを重18，']

るという見過かり、過よ話ぶが詐tt;~(1りとあるかどうかを明'!o:;L!二行役があらわ

れた。このよ与な:叱決;三、 rl~ J追の つの'"，lIu)1';￥{よっててはなく、 f古河I.l;ー

の十九千「に上 Jて、詳iびCUS.i起ノJ古〆j¥エなゐ弘司を羽"ノトしく1， ，;~) (:いえよう それ

では、過大145求元 "tノ吹日りであるかどうかの刊断を、 i司令覚的 :~f下によるケ』ス、

)，笠 ρ宇(/)要件によるうース おみび柘報量の桁 112 によるうース:二分;十什~ttj L 

てjf，.J:う

合石、退メ、~H;Jえには、 つの1'(，)引があるレいわれている 第の類)~i:; ;之、被

ぷ ¥..W.B.Wt'lCord己lι 'v¥:.i入OLLer-B礼rr!.snjnαnoLc:3. aL 291， E.R.H.fv，::Il} 
GrルruuPyin(iN，~s 叱111 ι川町n(e L川 ψ Jl436 (6L;ιcd. B¥l川町"】 hぉ iリ0?!

日 eヌLι!m101i.-'Iss必出ncじ? じlarc.U ~~3í J ~7 Ll 】 R七;1.2~4 
以'"叩~;.J LHLH i~-~3 

l2~J J ~lìJ、 S8i4 三F， '::146 



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

f耳目主主が、町古和を単に詰張するものであ乙;p;--~ 0)類型[工、被保険誌がi{C去

をとらえと た)-c \;"ないある~， ¥ (よJ賞与を受()-ζ いないも(}')にゾいて詰点する

ものである( 例え IJ、家財が火災("~より坑')とし寸;してが-険 J?l山〆lくをした待

J h:'jのflllift1_かないす」を ji:hI'JのjUJj値ァパchるct，l て保険金計パをし作場~' -、

今は、8') 新叩Iでdt-]る。もともこ弓0])円ク〉悦l主存trしなか勺たりに、 :on円の

作Lがノ肯7、:たとしと保険金をE九五:た渇rrlよ、お 却型である j

1 主観的要件によるケース

ヰ，r，'，~的要1'1 に J つ亡近大口古求は計欺的であったかどうかを判断する場介、中

長~:'!守安件と!こ、技記または恥ff、とはなく、 ~/F ;tUf']な 8:;丸lが求めらわるといえ

よう。「なわち、 ~f~欣的な ;i"5:111;L もりてした涯大請求しtJ勺JI的過大請求である

判Zプ士1刊の ~"T'~必とし亡、;t永I'ë 士吉図は、 t~. 掃の辺j、許「曲グ)Tl肢かム ;ι話でき

るとのR.鮮がある l 寸なわ九、 J員オ?の川ブ亡許i向が、引1A~1むと告は 11一昨心者ぶした

のではなく iえ 1主主から詐取する記凶で請求した仁遣い主いといろ j~百剤一等くは

':"ìJ_、外ある場合、近丈請求!土詐品、J'J j旦A.~士、jと L 考えられる「の見続川があるい

こりよ λ な印J討をさ三考にして、 L下i民間な品ë1I力、推論されているとし I われるうよ，~:;z. 

'f-:.，.~ :;主に開寸るf.iJi又を分析するこ、 j員三与袖(})誇リユの干 1'.1支から計百í，::'l~ な1主ド?を折指

するとめには、似アて額と清求全額のノL額/:.~-l}-ご:ょなく、被保険首がj当代粧を苅っ

ていI、あるいは話ぷ主精がかなり誇長t-tL :f_~主精であるこ 2:: ;:r知ってい丈こ

とそ〉三止問寸る必l立があろうハ

~J えは\ Gou!stつnc1} '1肘斤酢)a!f行間川町eC印刷川 T卜1斗判決Yは、被保検討が

以がj白ι:Alポンドと庁l'竺Lた財産について260ポ〆 i"-1子"山ボした事案であと'"

ま九、 J，OIidσii A ssuranCfψClarcヲ1'1古寺υ、定判決{勺止、被保険?すが以前川()(I('

'-': P.M.およιsa:，d、i勺日間liHfock ~ ~)，日l230
ηA.¥V，B.¥¥.下1fnrdcll1d ¥¥.'."¥:，¥TJ):.:N_D川γY，311灼1/II川:日〈し:29i，仁 R.TUv<'ηI.V.sutnl 

Iloteポ-i.at刊行

C入、 \.\'{.B.\\'Clf0~d 2.ud \V 丸、 Ou へ~-Barr ち ilL E.R.H.l va~n} _ u! ιllB7.H(ιid附 FV'S

su戸-aIluh: ~)日 l :?84 

ま丈、多くのうース(.，?おいて、詐欺的な立闘は-r'i!:-~i，.~~計局 L た高求から当然

: :111';市できると tる見解もある ;，Hfl('Gi!lir'Yr1v.suρr'l川Lc1. ~，~ 51U 

91 :858) 1 F在 y つ7(')，II :J30J 175 Enp:. l¥.ep. Iつ5

。コ l193i.jS7 LI.L.Hcp. 2!)/l 
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，1'/ドで売'iに{l¥L-た千l院品hこついて81，000バニドを"詰荒した事'1F';である l山J

判決のア上~円山、危I'Ciといご、損与を受ける前に、被深険?Î'がiJ涜の 11iJ';::j訟につ

いて自ら ~IU らかり ~;-cfirf而しといλ ここがあげら抗る また、 CcnlralBμiU.! o{ 

f村山口d， 1} Guard川1!Assumt前 l~'i).JJ1 ぺ1吋 r N山知刀"アイI七"IIi"定子;')U、委f司会判

決叶b(土、佼保険-r:í-/)\主i足伍が約 13 ， 000ルビー三寸r~::にた小豆等 l 渇して約

4，000， :X)(日ノレピーの保険金ふ詰ぶしたJfJRであるむ務-'rn'は詐欺はないとした

0)に対し、引 審は詐ノイ七奇認めトヘ被綜険者から似悦37約の談佐子受:Jl'銀行

のよ}}(.こ対し、 \laugh ë. r'l判明 l三、上 ~f1:人は主張 L よ:ザJ告i 安打を;正明 Lてお，， 'f 、

請求は悲しく F官民されてい丈 ζ4る I)j~な E 拠があ:)、そして被保|没者;二き勺

とこの苦"土 ~";.;~J{ に気〆九ミ工いたにキ1:i主ないから 話以!土咋お;げ仰とあるといえ

ゐと L，， 

伝記、 tw耳許{と保険金詰j(却との比較かム保険 if:請求仔との詐欺rつな H 医を拡
~~'i L ~!:; jt:¥ l円以フ計百点と〆たのではなく、 :*1結合伝と~~，J食事此派十時の真心言1 制1

額とのみ較かム詳説的過よ請求と!たとみられる刊決がある、 O'Cοηl!i! II 1 

Pp(fyl As川町肱pP!('αlぱ円lhrrs.:jJ-仕抗守、|与さ判 i)~'川土、之OLl λ100ガシ:~'-の保険が

付けられた:ltIf馬がタヒ亡...七六:め、 :200， OO;~ ;-;;' >-ドワ)保険た請求がなされた事案

であるこ舵民0)先亡時の許悦は20印)0ポンドと認定ナミれたc200，000ポンド l保

検令額/ と 2ο (lüO;~2 ンJ..，'死~:_~IG' 0)旬fに C)ノ手官Fiょこ1もよさいことから、被

保険者'c." 、雌お;己的 O:X) ;-f~' ::.ドの深見えをつけIこlいは偽 iiであり、宗険金請

求は詐ぷ的であると):lJってし ιた:二対Jきない犯と .ru不されたc 主 1司法lよコて、
3とに請求をするために保険の 1:的効!こ〉い亡占主主に口ijl支冷却えた過大目ι句を?

るニと:止ロド欺と J3 えられるマ晶子7治三あ。ことが倍心され I~: と L、われてし、る。

詐欺的な品図により i並大詰〆'l(が詐欺的かトうかを判附す之場合、父伊右民のがZ

不としての:iA'1大 1自求l主計JLI、ネJな音ド!がなし 'i'うら許以前週大l古求とはならなし ι己

説:~9 ご弐よ'1..ただ L 、記 I.:t+価7l宮、伝:主計 l 請求金総会訟を--;z:J!、わせようと

いう詐欺的な主主!叫で抗不されえのではなしとしても、保険者 v交;告するートめの

川 「ょ似i1 弘 Ll.L.H叩 24ι 

日 [iD9GJ2 L川d'日Rじp./179 

勺 fd.;-Jl 5り自

99 ~).:.会 or"e 己:].(: L.Skajaa， Tl1cたlir:glnsuγ，u，ce Fraud ' Lα!P IIIιd Frr:ιrtιi!. p 28 
(LLl'.2;;0，1; 
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ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

名j民恭f.8: UJa siミノを出宅させる H 前で故意になされた初公、 h~.大"土烹{土 Jt欺

的逃A~吉本となるとの見M-'I凡)もある

2 実質性の要件によるケース

従来の川決W~ は、詐ノ吹がJな意:~II よ }に詐ノ吹日0)呈六百士宮でめる占どろかを市'1

断しと矢たといえ£が、 Oraト/べ0 1' 1十 t~::~リト院 t'ずいた1叫が保険金詰4、;止支質的にポL

続的 i;，llv fndl山1[(.;:.1)であるか::;il~ 対と判示 L ナこどから、サ:耐性

の公刊に闘する議論かjιまった
Ora ktr; *~:':. ~王、 13の寝室h1l'[m 報工ROJ 部討を右する哀が保治(?)口的ヴあった

守?宗とある 家(j)lifi有Jfとある被保攻汗 I1示+ 卜訴人ょ保険契利約九三iRt

容とは)~:~し犯したゲ:月下で品川怜埋が立要であっ工にもか 7)'わらず、件宅J土了入れの

むき日いよて践であると不った友可てをし作日保険金話いれこは、保f食事故である

浸水あるいは刷、がl府、幻と~;，~，われない宇1:.!!!t州の枇:p:;と三す 9 ぅ万三ァ内部障の賃

貸料ついマ被芦北複合算定し似険令や1高六 J 心 ま之、賃貸判':~ ，-) l，ぺ、 3

-tG~ しか賃貸していなかコ止のにム♂官照子べてが百fiiされているとして保険金

を請求 Lた j'T.; J~~-!'S;之、第 '~h; を支払し、保険認がJ締結 ~-0' の不実主でてを iJiめ、

十:.，.~:;主主読点にコいても、産性があるてとをう司I:>ながら-t;しく誇長きれた'f-;t~均金

請求手したと Lて、実質的にJ十欺的である二とき認めた

Grulo旬、r1yr GW1凶削 NOJalL'..I":紛れ2山 (J'ii)Ud 主 ft控訴定判決lIi:~ '.:おいて、~*

R電位l告Kグ} ~i~ が詐欺的ごある十具合的実質叶(7)恭牟ム03 について 人出裁山下雪

が異なる平準をノ;T:1てv るり ん'1牛{よ、家討iR険fこ問?るアH主ごあり、被保険i片

(fjl-;I r ・!神人、l は盗難に遭った ~:て保険主 L波 (ll ・伎 l 話人 1 レ:叫して

!fi， 1:~:L94 ホ L ド:乃保険金を昂ぶL!'，この保険金訪:Jはi!'，':之、

。" E.R.1-Llva:JlY. SHliHf ock t:8，日l437

(Il [19%] U(:-.R il-4:i 

コンビコ タ

川lJ99当JLlo¥'d's ~;ep. ~.R. 20!:l第一審 l末去友)は、役俣政計の主張、 f右、

わ色、たとえ被保荷主~.(!)保 :;(;~:iでが吉求が偽!と与した〆ン 卜を伎凶し存主1::~なかず l

たにンノ ;;-!!に有する話ぷが::;;-まれた ~tJtXI}:J請求であったとし ζ も、:直な

"占求訴う)'~':ついて保険京;.?取得「きるという土張を認めな刀った。

{日本二j決にお'，-，-c:土、 C，山口日IJ ごし 1う丈字が使われて v るr 失i日uS;~ ~之、
Umlcto平1'1作MM心吋決しおv て1史われたらl:bs了目:ti31J と10;と;r，主昧と考えら札

るナめ、本丈においては、実質性のよ主体こにた。

二日社58(4 > 51;}) 2143 |むl
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に関する祁て!j?_OOO;J~/' :'~'7)、さまれて v 、 f二戸 し刀〉し、 !/ピユ タにら'1する干日

干与は誌と?でおりす、 かも、被保険有は一!ンヒコータ晴人刊のレン-}.，を込

迭してし、 j~: ， ¥Vool[ .0JR 判事は、口十数rJil山〆jd" あたるかどうかは、同~l立の深険

全市〆'J<金部三立仏にthJふ，t次的誌jえの割合で判断 9もし L;~-.，/j刊についtは、

詐欺のおうJ カ'"自求令初芝体内~~J:O% ~，，=*]たるかと、実主的な;1'ぷ J こあたる"刈

とした これに対，~-，. ~ili~le:.: 判1fT!止、割合 f判断1 ることはお;古な ðFî:j主主執

が大三、マ昔fi(一重大;な許状的清求に対し制裁がないとt'< ")小イ7虚な判ir:~i)+ 生く lr!)

と批判Lたl そして、 ι 間企請求部分のノ¥きさは関係が士いとし、巾刊ーのよう

な午」スにおける涜切会T'"/1ゴ ヂとし仁、子、の」う公基準をノトLたご長I'e，式的

詰ぷのfll;汁だけ長う~;'M1'して、も支':~~険，1/のよ守合f{時金~M:F、のやり方 ühe 'n;lkil1g 

¥) r L II e1 ~_ C 1辻imbv 1トι in:-;uycdi が苔iZC):Jt務違反!:.~て波1弘治昔を非難し保険

~fi約を fliFH- (avoicl)日こムを止さ?とケミほどiFJ、岩ムうかを芳点「るル¥-， ~) 

民半をがした1"- 山lh:u~;~:J事も、本??はラジ民 l円:しに計思;にあたるとじた。

両判事むつ基421ついて、次のよう}相1，，;、れてい 10η 外ぇば、 200;]<::，.ドの

請求金釘のう ι10ポンドが誇1)11:さtL/金領であノ、場台、 ¥Y¥)olfJ¥JR +IJ.~よいの実百

刊の~if によれば詐明、的高犬こなろう古、おでんく日ムlldt 何事円実質乃の恭

学によれば，1歌山E百点とならな ν であゥエ合同様に、 200Jj({\;;~ /'ドの請求金

額C')おち;)，作コO;F〆ドが訪張主れた全額である場合、 入Jil民 n 刊専の主主EZ刊の基

準によれば計欺山請求になるカも Lれないが、官()olf0::~~ 判中心主長↑1の求中

によれば詐欺になんなv、じあ九号ゾ?と、l'な決定のためには、二の つの恭ヱpiL士、

1"1引に述fTJ三れる'(~~ -('-ある l町、とJ是茶色れ、いる

川 CaiiU:'(;，(iY， 1_1 Q!)Q.I L!oycl':， Rcp. l.R つり日.ai 213 ワJ.1

"口この批干手r<+与する同併が守、三三才iてlミる{リミ仁l内rkF，sntrαII oTe ~人川
830.) .} 

川'¥-fiI1c11半1;~- ~土、「川 nidJ ! いう正字を{吏 )-cいノ』こ，t-'11'ι、遡及凶)i士取ii'j
をt，i，~こ L 亡し、ると J司筑 c きる{

()"i Ga!lυU'，H. [19991 LJ，ハd'sRcp. l.R. 209， <:It 21 

n'， B.Sovぐい suf;町 note2;)， at 4:'1-46二{ワ見M-i止、 'vVoolf rvln 'r:) tiのι人賞味の平;

半 J土保険京14j 求'，'I~ 'fi.Q6:-'~:Q1..." k，jする詐欺的ιRの抑ffを長牟とし、エ-lilJcll判事
のJ土JR性の系市は詐欺的請求会績の大きさを烹宇 ，¥:L亡いるレ堺Lごいるよ 1

}こ忠われるじしかし、 IvlElett判事の実質nの恭伊，-+Col!OWO¥'辛子!のよ与な年
ス、すなわら巨"J干の:;."} 'j'H司lにれ:寸る J丹大声求心ケースにi頁却なγブ l寸」チと

1331 ~lìJ、 S8i4 三 '4 ， 2142



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

ふ l!O U. 'li\' 事flt…訴民判決;工、事;，~ 2~， W'5長l土三十以ではなc，としεう伝統的な、日号

:ニ疑uを投げ刀けている ILl~)とい会 J れている U 被保険{;，が父 f告の千F1? とし、受

付取る市 f[jがある ζ 長え，~} 1;:笥〆斗!の f~~;_rê<:~Y j，t'i:kづることはよくあり‘ 1;弓t

usな立J渇(之、権利があふ金組以卜的保日賞金を取1~-L J: J')〆よ一品父1告の手段kは

!jU (/)刊誌jな意|叫がある場台のみ詐欺と JJ..なしていた1~"とする。この児島半ば、

朝J釘保険じはない火災保険に忍つい ι新日lの価格を草卒に保没金を話;kljた

ウ ース戸cある T:wl!1"j} ，Yμ"リ11111T:i!ψlrl¥叶ゴ ，iIilit:alGen!.m! !nsun;;u'(' Ass{j(j白川川"
!.tdナ'If+高等法定判決;，]は、父i';;:，;在日として有117しつ:jj;栴を配人Lだ刊で咋款には

あたらな II との I:[J 止を;したが、川イしでは、この川断はむわし， ll~ とするに

可なわち、イ、1斗じ)被保険nl'j以南j l工、火災によって損害会づ:ltた史物内の情
玩(，Ij:li;品}にういてカタ口グ存見た:，メーガ 1 ヂ枕);き存聞いた.，て新品の

'，，1与でf号険金i去J¥を〕たハ \[;)cKi;， nor，判事 i;[ 、被↑呆険計 li~下 fi):(:~~古。に〆して

ではなぐ、交浄剤こにで新山グ)([111情を記入Lたとした。被1ih命ifは、者:R~主 18t

f主的γ到企される:とを'j"ってv• たにこのため、請求街は三!Jもなく認外工あ

るが、提ト十j汗(::.~~"'，~えはない 1 えとしんい

」ぐっ判決が現在では疑わしい いわれゐ J~t~:王、保険令請求lfl7; ;:--i?，-:__ < ~+j張
さ;lLlいるにもかかわらず }去る交渉羽の提小守あり、計百:ではな ν とした

こ内山にういマ;よ、王~~!1'1(; :/~刊の九から河包があるとす

tなわι、本引はl玉、現11.-バ!三?丁き過ぎであ灯、この挫の苦し
い誇張は訂以とみ去されるでめろう 11-1どのH::['}i高がある立するに、"れらの

もついメ
ζ一りノ¥~C ある

る比解もある

Lて立てえ jした手法ーであるから、 ¥'1 i 1批判宇の古賀れの幕式lは諸問:Lつ詰本金

照的大きさを基準と寸るとしてお 積雪[リに属寸るj呈六百士宮のケ ス、そのl↓Jで

お損害飴のtf1illiが*，ii:!，い:1:l)物に関する泊大誇，Jとのう y、に;前;1)するごとには

問題があろう 4ぜならば、過よ請求;ょ丘なる包兄の相速に基ゥ〈可能引が高

し、治ミ仁ぺ品JL

サ U-uds& N Hird. slItra ::u:e 5，川部5

。j!)ul
1 119:-r11 :2 i¥;l Kl<_ 19:~ 

J.B:rdべ&N.~.Hh.l， sutra :lO~，C S， <11 266 

Cwcr. [l0:ii] 2 /¥;1 EJ~. ID3. ;-，:_ S03 

4 主i九Clark合 sup町 notε5ι851.'1、見解は、主倒的』ぐれとして古t:e，をあげ、
故'ff:J)要何(/)当然の結呆として交内絞りfH，小ば詳されるこ寸る U!Jid.!コ

二日社58(4 > 513) 214l |壮l
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見解i士、礼 ι の佐0J云で l土、攻意にみしく誇張'~だ保険fE14求を L た場企、 T

伎的要件刀、ιLCも之江十字(})要1牛刀、ιしとも、五:;'事組の;是'1という1Y:tj.:よ認め

られず、ロド欺とみなされるとの氾解}戸、える p

矢吹f十円$i平に認すふえて論のき Jかけレな 介 Orak判事内控訴院判決11:"之、

ELとり事什 I~j等法白川決を布、定的に促えていない「すなわち、 Sl<l ugl山nlU事は、

損害什〈人により減吉区されるーとを釘りながら父捗の|→的ごi!&べ語、入えする人

もいるにすみ てして 請求が明内に誇燥されている場介、問えば、副主の取

存ìtr:価を詰 'k したぶ与な場合、実際にんじ偽のさて不 i土~~ 1.， ， ~_いえるしする なぜ

な勺虚偽はたべ，明らかhこなる刀、らじあるつ 出じl斗g-heon'[:11奈は、 Ewcr*:'!' 

l日J等法i!)~半 IJi九世支持する、"渇こい x ゐ

r; L!'r!r事件付等法批判次!之、口'1述。〕山 モj日型び〕過大泊三?とにh1，し おそらく !~i

;危のFl I杓物乃 ~~:':filliがそれ在匝雑では主いア v スである Gu!lo削ハポ叫f平川院

判況は、お '1;:(却uこ t(-a る i，:'!'~_:k請求。〉事ι守、であり苫預グ〉偽TIが認めレコれているハ

じα !1m側、三耳打完Jド;'é1:1ik~.~ おいて7~ ヘミられな主L〈 vl グ〕基ヰ;をもと γ EWI!1 事 {i:

而等 v、佐判決を険iト;，ることじ!土、手当~7Ji異なることから、主 :rij~乏がないと

はいえないハ すなわち、主主刊苅もど山r事~t: 苛竿法院河抗は行き汎 1 どの汗 l ill:

を l~1いるとまごは， 'え去しし

故直に玄[く誇張、 1幻員全吉求心[たん -7，:，_~_つい之、明Ij i7~何よりも子弘しつ

jゴが!~};Lぃ見ノらをしといる2いえよう 乙W~例よ:)も苧説のノらが詐欺ぃ:tJL 'C 

訴しし 1 ことは、 3たにとり~げる 1古市;;:~(7)市差により詐欺的過大 l古求かとうかを

判断?るうースによれミてもあらわれている、

3 情報量の格差によるケース

Omkto半llL訴1忘れu;;九州:お， 'て、 HoH:nZ¥n工判事は、彼保険おが疑円い ε

あるいは誇虫した支、をしたナl-~-t、から、 lC' ちに詐款と jþ前1 べ主ではなレととす

る〕何もィ、主表示ベ'，e'l符らまされてお，了、そしπjfi よ査定人がはp~ιF吉求の'!r.:

当<-'1ヘコ詳細についての見f刊を形成する際[被保険7i乙!可等の結報を有¥:-¥通ゐ

ケ スにお L、七、半い交渉稿を1i[小じたとい 7ことは I1当な理由になるとするυ

この H兎につい L、故当の辺よ苛!日令般につvて述べているのとはなく I~.害

ヨllS:)5JLR】 ii443 

l199~)j LH~立'113

l3fiJ ~lìJ、 S8i4 三 l~)2140 



ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

桜をe，'j停に計市できなv 場企 あるいは消貨認による保険金"自求に主;~j~ るもの

にすぎないよう Tあるこの見解 '1がある U そしし保険金~a)Jミ:行カ保険金請

求額は尚釘過ぎるとl明慌に認識してv'る昨;ニ時IJであ h、 N叩 i川九日 11治山1l!:'Y!:ial

[九川nASSHmnCe CO，Pl， ナ卜件tZ寺イ人民判決:IS i おける Thomas判事の凸見"リh

ついて、ぞのような坂台を詐欺こどえなし Iとの意口Aであれば、この意日J三夫凶

J、Pあるか疑つ氏、裂があるりとするコこの見併は 品、巴に 4る也大詰ぷでは

あるが苦しく誇仇しょ，シはいえない場内に、 f山 'ili土手 i.~.i'B主がないこにに上って

はうえ:捗訴のもff:刀てと Lての;尺人請求であるしの土張ば]t::ちJこは止当イとされないと

するものと L 、 λ る。 J免すれば、被'f~~:判長者が散斉(こ i丹大請求をした同介、清}!i

÷iきのたtiElu牛車ドJ詰求で品るかどおかの判断にほとんと影響合疋ば手な vミとの

見解ζt"えよ)0 

L カか、し、lρJ 山μ うο2υ刊ntυI 

iはZ 、 Eoff山山↓判事グ):ff:_~，:s:づ尽に、百i前;1円JI¥'tk請やかどうかを判断する|号、に、

iえ崎-"が[午、治合高六人手間して到三とうできめuの比併を形成寸ることがでミるか

〉ろかL二重点をおいて吋、る U 〆えのような草見が述べられ口、る、

「ナ工戸、の混入嘉文、あるいは不実表不や泌|昔と H類である浪人諸求;二、評

欺的百点である叫能性がす'iidノて行'1しLと考えられるc ぞれにおえ u 請ぷの

お干↑而あるいはお宍の朝、[J al出 6)がス明P宝または iiii:_Q. 0)何日主である主号令、

宗険者のJ員古安定人が役深険者シ同等に「号、ド精を ~+n向「ることができる r劫

~!ιL仁l:l rke 幻ゆm ;::otc SλLぷS2

ド [19~18] 2 L] o 川r~ Rじド泌2

"次J);.うな忘見である、}

l世lu!の人ぺ元:.ti'{得でさるこ告とでし 2る煎よりも戸当初で保冷止を;吉求ずるこ

とがdf 〈あること~_;~ ;i~'業 i_(/)現えとし c~2. けへ 1 しなければならないのーで 地ノ¥

請求のケースにおいて L~S らかな詐欺的証従が文められることを?主謝することは

卓;要であるーな千ならば、それらの昔utユムけ Fのない取りI Citjr;-:，(' '1山1れ，v，，Iあ

る 1" はての位の父渉をヰ止めるからである日」のよう 0~;lh'山こお l 、ては、ある?守

が耳\U~で主とと{'ì:t!1tFt0 に↑「じ T いる獄よりも弓1J{なも，~/!、をし丈だけで有 ι;こ弓?

と).::JJに行動したと*同;γj(.了るのは--i:;:J:白山ciEe，く主:いず£ろっ j その??;ょ 請

求め牛l以部分っいて.p-:]C-J tn .;f!~ はな v 'と刈，}なカら、がなり誇7R!.，i二l去求をし
なければならなかっれのであろっ j (id. <-1:， 686.)， 

2('主1.Aじlztrke.st!pr，{ 20ft 5， :"了 85:::

21 l2り''''1EW!!七2318¥fじじ)
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台、過六"古求はよくめ!)， ;りcYされ乙とぷえられる。請にいえば、泊求

到の~+旬 lよ珂確にじき、さらに恨校となる情報が完去に被保没fの支配τ

に点る場介、過大 j ，t'dd土手t: w;(. ご~'-'rさすし F、カくして dr欺的であろう

この白、札(よ、被保険者がhえらに治大請求を L汗;詰合Fも、治報量に情jTつがな

げれば、伎i'?3投!i:i"は正されるふ号令かあるとするもの己いえる 本汁f更を、詳し

くみ Lλょう A

Pα山 plJin!事件同'':j'i':人|克明J;)~ ~土、被保険者 l原告l が、 jC)フラットがあり

そのすべ亡が賃貸されている立物で火iえが党生レ辻物〉賃貸科:司~-c耕民iが

先11Jv たとして保険金を請求Lたが、十不没者 l彼i!:r)が計欺的治フて南求である

としし保険金のご主私ふ判」什した亨案1…ある J すなわ1 、 i~均に八ミて、特記 ET

i土83 ， OOO ;-l;ン i および活費悦とする!いへ平日鮮が n~ ;'r i~，保険者治な5 寸以)0ポ〆ド

の深抜余を支払った徒に、主主深e?i一計が。O，()lir1不〉下分の刊]荊記入;ふ;'.;号で探検

寸;，:0)仇Jよい(↓nlc:'ln，J刈 rEC!le，，)を請求した"~~，~除手?が辻物(1)問先を 1 たJ吉長、

辺物γ施された作主!.，?t土 7 ぅ GUIj~:-;'ンロの価他か必められなうった ο 似険省 l止、

建物に r-T\;~， -C~七時d~;止jj古 4とがあ〆 l" ，~十，tLλ が、 p( ~， r 仁川11sυnCK +'! 'T 

k、i民主、いの請求l王、司式L r\~ry-O I;.) -C :P:: L') 、 ~t欺的j~人論文ではないーしと

?の岩出とし L次の山かめげられている ⑦M:f枠内容には1以前者/戸建物lこ端さ

れた作主ふ定期的に調itヲるここうー含まれてい/とため、 t九L険首lよ仮jj、むの止4

牲を確実 ;~T ，6 こ 2 がとき /:1 日 lワ:)7、下00ポン;の伐{宣の作業Lかf一われ Cい

なかハたと L ても、 ~i~7 究o ∞O ，g ンドグ)也怖のあ之〕資材が数也 L二存ヂ': :...-

3 仮払しの詰ぷとあって確ノじ(:~~;詰，jととら最終的な請求でもなく、 ~;lr;ムがで主

しかじ、火災発'1校 jぐにすべての民公人が"ち退いやため賃貸料の

損告は火災発生 Ijかり生th?Lてなさh/ヲ賃貸料川区司す之探検金日，Jz:之、火
災者:'1筏も笠52へがいたことベコ偽造されたさ釈が初出されたことなとから詐知

的送大詰ぷじあると判刀、された)賃貸叫に渇する保険会話ぷと mij旬L隠する深

日告す〉請求 fごは認111，する '.1はあるが、一つiJL定的な有'iLバがあゐとする 建物L

関守るE吉本については、保検ずは忙に注6t宍く -fjm芥をよること:なっており、

Id. aL par日 [56J

1r1日lpけra[?O] 

2'1 id. at para lil J 
2:; Jti. al para l73] 
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f耳目主主を支払う Hに千it今立について独自グ〉見解をもっ)とができたs/0:tf刺l二

関する百本についと は、そのような綿雪な~r[t;脊は京可詰「もあ y た三千υ ち l与に、

百貨料に隠すゐ 1;i→~~た j ，t'dd土、被 (51政省の支同:卜にある 1古械に長つく この上

うなJ見合、相J長読者が有宇べき古額をも，"~，ニ王直な E汀ぶをよ一品こ Y が被保険者

円安1で品る 127そこ tる。

十件では、一つの保険契計」にみ:づえ、 11物に関守る保険金話ぷと賃貸叫に問

ずる保険金請求がなされ、 H:;者は詐欺的1吉本でfょなく、 Ht者lz詐欺的主主?とJさ

れt- このような均台、賃貸料Jこ関する話示lついて保険討が:に責されること

に;~- H~~、 ~;!J:-:\"，'iJ 建物に:11する清求はどう公るかという阿認がnじる。 I\;~cr 

Coul 州， Q仁科雫:ょ件、に ~:(i1t可る 4叩 (;f!1::r:;1f1ι川町山口d1) Gottlieb開 d

mρ111肝事{'f:住吉宇侃半IJik討を参さにして、ヱIcltの市世(立保|出ょの口的物ふも ζ に

つの詰求に分けムれるとしても、 つの弘氏す(火災)を l立凶と tる つの

請fであるから、 うのi込山6'{グ)日l町三担に司する計款は、保険令靖ボ会+j:;をIlE刻J

l一寸る 1:"1ζ した〉すなわち、賃仔判に問寸る保冷令請求だけでなくJ-tl却，胡

)-0保険金請求h っしても保険者[立花主されると L/:"

4 詐欺的過大請求iこ関するまとめ

格 1 節で述べと伐となる Liii であるヰ二主 U;{J'b~:PI 、実質'1':の弘行、主'~~-刊の l 工

作を t前/乙し f_~;~F..話;k-C: も、t6.らに許;吹8'0;品大詰求 2 はならない。染三すれば、

Iスとなる うれl立f'tを満たした過六】詰求でも、，-'1される過大"自求があるcotさ
れる三田"寸(よ、， .くつかある U

治ーに、治欲的な意いがないことがあげられる γなわち、一五倒的'1::1干によっ

て、詐欺的巡ん治与であるか っかを判析すみ場合である 詐t;~却な山区は、

tr:、古の過大計-:'i1f;O)存乏から推請でえるとの足鮮がある。 この ;:"~J台、交，'jr釈の弘l

ノF とし亡の返人~W日、立沖永却な玄院が令し寸、ら許会れると説明仁三るし

治ーに、詐欺的言:!Z_;I予告買のたきさがあ:Yられみハすなわち、実質佐の要fT¥

ょっ亡、北部~n;; :i品 XJ人L であゐ点、ムうかをよd附する場合ごある これた号合には、

。ii Id. aL rar::l [H(I~ 

1r1日lpけra[14{ 

2，} lワUiJ5J1 AJ E.K (正 o~n九1) 4'L5 

2~ D(，市 'J)(】i.l1l，:_::OO!jJ EVv'llC ::.318 ('1じC)， ~Ü p~lぺ1 :_~，HJJ 

二日社58(4以):>)21-'>，7 |犯l
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E下チ，X~!j; ，~-求ゴ三和が同報でめれば百~~J:R!j jl古求どみなされ、交げ烈ω時j大としての

巡 J-，:~:百、L としマ許される;T:;J~l!はほとんどないむあろっ u ただし だ質性の専心

によって刊断するこ~: :三、あらゆる過大制点的ヲーえに道切かどうかlい与問

題があλう

第 じ、 í'?3主主と供保険 Jj の 'IYj-':~H呈の格差があバレJ れる c すなわち、十h-':~'fL;_、

の+?';;'，':: (/)有慨によハ C，，1三致的過大詰cJZ にあるかどうかややJ町一よる i是 I:~-' C'ある U

JF乙領の評:C]が叫伴にでさ、 ぞの Ufr.!;領内子千討に却する悩世が完全に被TA悦

77の支配 F(こある均台には、""欺的詰;jlァト豆められやt-t

第3節 詐欺的請求をしない義務に違反する詐欺的手段の利用

The Ae宮eon事件控訴院判決において述べられた仮の要件

己欺的請求に」却するコ'~::>.\7-~:;t計欺的ア段 U)利用にも j高ノヰ; ，~れるとした

T!u! "，li!.l!(-'I!Iι事1'1片品:'JC刊?:;!::\ーま"~ l，ミて、ら乍:lLJ:巧請求仁問寸るこIモユ・ローが適

用される許J4、úsrf止の引用の要件について、次のよろな似の見解が，~べられて

いる c-，mHî内被述が、 ι向肢の請求に~~1-t: (~除係ずゐ) 、 ゐ

いは勝訴l'IJi1とを得る見込みをl立さ寸る主主寸すむ与れた F と、 Jt当ゴ].-:gーのほキ11¥，こ

間ヲる 'rP~内最終〆Jな決定(l)前に被15~:ì角~ C)見込み 恥l併もしくはよ οよし斗l

解成uの抗L込J"，、まれ勝訴判、九をf居心見込み ;客観Lげ!jL;，)[:-~ 川、ζ はいえな

い c;;:干与をもたりすことに資する二 E が必!t~ となるお lリ

刊の要件}よ 保険巧がI巧らかじ関係のないあるいは比約な市偽の衣'1、をヰIJjP

r i;S 可千三性を排 :;:.j るために付け }!II てられ:;~-什L'Llと解釈されてし、る 1 なお、

Eお主仔(J:の要戸を J封斤宇山f与の陳述が，1;んら、;なされ?のであれば、 l舎のロ図

iil置;ωできるのではな vミかと思hれるー

2 The Aegeon事件控訴院判決の詐欺的手段の利用の射程

Fhc Aeg!-'on:ji-;:土件訴院判決¥乃花Jt;¥可手段の手IJ加の守il~U 士、，t~P:i ヲ話会((，F)

五i放の要flOJ てコぜある重要むの純I刊がどこまで拡大される刀、と jjう問題:ニヮ

~') '[ル0 .-1ロゲ('()11，~2 (j U()J q.B. J:Jo 日1]、日1礼 [40] 

~il H.Y.YぞC.s1tor'1こ0十e60. a: 439 

" 12り~:~3j q日!J!;
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ながるであろう υ 十なわち、保険占的責引のドー下手l二段定的な影響を及;まさな

どのような点偽のR引が詐芳、乞情戒するかと uう問題¥:::つながるu 、才し:ニ閉し

ご-， <~-"" (!) .~-~併がある p

第 L 、詐~j:初手段の手14l百が保険手干の最終日ヲな古住~'-，，'ってLTi要であるう

ス;こ詐欺的1詰求 J二日付一る J 平ン・つーが通民されるここは附ら ò'.~c*] るが、そ

のようなう スどは与しと渇合、どのよっな詐欺的手段の利!:Jに詐欺的詰求に問

Tるコ Eン・口ーかi産用されるか明かではないどの見解がある。芯;明Iiたで問

題となった点偽グ】禄):えは、ワランティ追J"を仁ず t"めに士されたものである}

この場介、 h1 日大，.保ぃム設の責任の削 i>~_ 条件 iさ反 (bY へ åchυ[ιl condili011 prc 

C(-'出;l;t ~/) :-Jw i日川町刊 11巾1，1旬j や ¥y，""寸際にわオ Jれこおり そのt七的、深伶Jノ

の段終的な当Jli と~て重要である LかL、許渋が、持、↑足場t者の認識とは具

合 i)、保険者の貰11と無関係な嶋討については、百干jt;，:':'1~-百求に関]'- ;~)コ E ン­

n が花月会れるかはそれほど明よかではな'-'との R，~呈1山であるつよじ)持鮮

は、 T/w åCkc州事f'I引ヘ{~I比刑j決(.，-おいて従ミ告された f5'::])見がはLしり1;するのが

そ壬易ではない陵却なた半である，t-.，t-る さらに日下部;的背広h 関するコモ〆・

ロ ヴ〉明域をt忠治ιの声11:ニ コて中:以では士， '1了いに広げる必ldI十~..: ，二疑問

カあり fせるとする G f~U_白日ーは、 l札に、 1~~;;J:::o/:!t';; ，~}，守、グ)契約 rJ 当土h 者はもたなし、

注款にノし寸も強力な防御千段により fんさ 3 れて~ ，る l:]1とすゐ

保険者の古刊の日rIi提宋件逮λ1を月九 ¥ ~Î ;:;ヤる与，士;ついて虚偽のJ公示をし-f.:劫

合(土、 Tht' JlcrcrJJμlιal! C'mli針 enl 事 ~'j :J:~'訴 F4 日U1:_:1(135(..ニオづ U、て注べられた1906イ|

海ト -!St~1漬μ、 1: 条房達FIするための主要性の要件を満たすように思われる 前述

。)ょう{ ユ~an('c flJ事l土、 ナhe，UCf(αndi!1n C.ρn!il，Cill事作J主持下院tlliたにおいて

述べわ才~l-;-Ti要性のま準を詐欺的手段の云1rつい治川ずる r 、詐渋川手段のヰ1I市

iz 般』二重足、はないことになるから、その重主任の恭浄は詐及的;吉求にi刻す

るコモン・口ーには不適切1こした j つまり、 ~I"nc ， fil t:止、保険rfの古注の
:1'1抗争件違反子lえすさせる事実にりいと!日むの-&.:}:~y. :工、場今lのみ詐数u0[

リ:1 J1ad;itri!'JU)" "，'utra n0~C ~乱 S13 ごしつ見解 l土、 TI!c Ll:lsirm PruU' ~打出等

以、 F~:'Hl*におい ι 問題と在った許町、;止、保|准苛 σj立伴こは司r関係とす￡しおそ

らノ、 利干の均台、被{一治省は特 J乙の韻i或1"人る二と委事円f(九日土日!〆なくてそ

補償されるから、保険者の古汗ム l主知関係tなるのとあろう

計 ibid

l2~X~lj 2 L1υyd'ぉlkp.~日3

二日社58(4以)"1)21-'>，5 14ハl
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段α〉ぷ'1同となるとの意見ではないと併することができる.J免ア了すれば、その」

つな場[，t1かトに 4、、詐出、的干殺の利iTlとなるぬ{;があるこ(/')玄見とい弓ことが

できる まと、慢に、 i;r~術省(jj責ドのt;:;1.足失Iti主反ヂt¥%<iミせる事実について

ぷ偽のぷ示をLP民合lのみ詐欺的訪止に認「ヰコモン開口 が泊「っきれる詐

扶ネn段の利用となるとする去、詐欺的F設の利用 Lこ;t以前泊求に見，.る J平
二.cーをi官JIJする ';IR之がほとんどなくなる εあろう U すなわち、被保険者は

虚偽のョミ不売しトこ γ 古言明らかtな i/"，たしても何もたわないこ Jたになるか

ら、持欺的手段グ】長]叶に非主大l可E吉本に関するコモン・ロ が姐，C甘される〉して

も、波保|没者に Tf~l旦に述べる動機を二子えないであろう J

第 に、 IV1?，;'(ω判オすが、 Vfïscntlwl~; ::o"la ;-luれ /i(1りで件l山等法院半IJi丸山に

おける Roch:判事。〉陪蚕員に "Jずる次の説示に戸nヰLていることか九、 jこじf
が述べられ/::場合ぷ;;も保険ベ;;''.ワ文弘いがぶりす♀易にある ν、'， cJ..より?でくなされ

るここを~'f，:'fAするために求相のず >J、が府 l 、ら札たと昔えられる J品 í-t、計事;的 T

段を利上自したこと仁なゐにあろうといっ弘情、がある、

l詐欺;之、中なる嘘ではなv¥，詐;なは、 lilitによって、 校~~;金滅。むなも

のについて、有利な ~;;B) を得ること、 ð，る'，，\\土、;まァ;、の日を;.:;~利な立場:ニ

i宣(ごとを必要と寸る or:(，-審民が 真'.-T.;が唱べられた地ノ守よりも保険金グ)

支弘~，'1/;よりずF易にあるいはより4'-くな 5れるここヰ倍似せるために嘘が

河]いられ l.~ 穴考えたならば、詐欺にあ<:"

まさに、時はくl、なれ (u氾 C山口LO.'.lCけであるとすれば、た!'ス保険1':1請求か

有効であり点偽のR引によっ、 1:1'険者lよ娼与をづ:~ ;-ないこ Lて七、保険金の支

払し、がぶ什湾去るにある d土(ニよ"土井、くよ弐れる kことは、法'íl-~防省内、'(j;示。〉意琵深

い ~Z6 ;L.いえ，Ll苅 この見切(主、詐欺的詰ぷi陪宇品コ壬ン z 口 が出日さ

れる詐欺的 F段。〉引/片(/)範例を拡大する際l二/己る!iijkJをうγi摘しにいる。ずな

行 [19:lC];;X L:.LJ(¥'ji. :)，1本件{王、 色皮オゴ ζr)"";支庁I，__つけられf保|広に隠 tる

もの::-J-:る 紋保険巧ぃ1告) li、:(;;疋ちがたまれたレして{果殺:4;:を詰止した

が、保険者{担lfiljj!手、誇iたされた請求である二とを辺自の っと Lて支払を

刊n!:l:したJ さらに、保険朽は、被保険者はV;C寺が持ち去己れる F とえ先っし

いたとの主張をおけ川 (l~。陪7ヰ民;正、伎fl~険省が杭1ギ品元帳と銀行設全 1 1/主

;一関する主主および書記を秘匠しにことは詐欺uS-TTJ:の利用とあゐ t認めたの

心 主l.A.Clztrke.st!pr，{ 20ft 5， :'c;: 8にに

::， l!Jid 

1411 ~lìJ、 S8i4 三::(;)213全
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わち、さほと重~!，ではなし、ィ、実友不在{ま ~t:<子力〉 守支払われなし:こどとなる三十

万;と判断寸ることは、伝子与がおとと L た役に、 11t険持刀均二品~.Jì主将:ニス Jょ長引をき

せるためにしさりに長~Ij !.，上うとすることを防試するであろう ~:ò，!と舟崎 L て

いるい まアー、長読者ヵ言、保険金の;:紅、いがより'1:':'易h あるいはよ :.1胃〈なされ

る J うじ利用された詐メ丈B'cT殺を理由に、やrtf~J;負Ji Lこぶし保;ぇ止を 切支主，わ

ないといろ制裁 i1:'C;えることがでAるべ主であるとすることは当伐とま{九主い

えなuいのとする。

第一の見附をとっても第 の Q~l をどってち、探検7.'i，こ有えりな抗弁をf-j-，~~ゐ

事実にコuて虚偽の表ノマ、を ν たケ ス:二、 Thιkge山手什技詳白川♂の正d旬、

nッ手段の判 1110)制収F可となる。にか!、先にお I，~じたように、このような詐欺

恥丁政の利用にのみ許~AB'~請求に|訂するコモン 口ーが適用されると J ても、

あま:')，合問、治、公いれそうで?あるかっ少いって、;;¥，，1;1巾話。Uこ関守るコモ::.-.日)

が員二Bされる許欺的アrzυ)F'J+iの範r-T;':をはったにす戸る F こにも判明があるつま

た、 The .，1明C川事n 内レ再抗tl:iたで込ヘミられてこ恨の'~~':から、北欺的請求γ 閣

)-0コモン・口 が迎用される詐欺的rn乃和jノ用の粒同を確定tることい詳し
いハ詐l民間請求心;1'駄の泣り つ-，:'あゐ舌もl刊り諸団がどニまで批よされゐ

のカという問問ーの{字決lニi主主っ、しなし Lとし、ぇょっ。

3 The Aegeon事件控訴院判決後の詐欺的手段の利用に関する判決伊j

~_ "c' :~. i) ~ .!. i"';::， ll~決定は 司郎、t(;I，古求に院する JニLj.ワ がj産出される

詐力、(:~一子殺の利;r;グ〉申立回を iyJ 1iキ L 寸るま亡には去らなしこ L て七、詳折、(j;;干段

円相JJtj0)をþ~C)ーがや示南するものと思われる l

的如何吋 CO;1I-問。nα1)r; Gcsí削 S ，~ (lJld l川 otfU:rl' I，('xIi収 tOiiinsnra町('Co下咋古

等1去:')c' i :i、ワノノフノ違反の成、 F じはiEIご |1: 主i~: なし I デワヲンディに :~\J

述寸るう1くについ、の I弓つ告の点いが詐欺l円手段の和1mとなる可能性を不殴1

Z) 0 すなわち、本出決;ょ、 r] ラシテヮチ'il~j/ しれことや百け拘ず品主規 l 二 l 日#:さ

れf一段{おわ友刀てがコ下欺n~手↓主的事j 出となるレ (1)保険担 (甘え告)の主張l対し、

本1'1 には iFA事安審理を経企 u ヘ尽なされるド:;;)~- (SLlE1Cl:lry juclgmcl1')こ」勺

:-:!J 1r1. ，Jl 8:Jo 

1(， ibid 

11 l2~X~，tj L1u、ιsRC~). 1.1<.. G自白
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て鮮民できなし寸i-J!tGが "-.hるとした。卓ね士、男台市保険にドけ一るもグ〉であり、保

険トj，;ねーは 核保険巧 U:~2~~f\=1:1'険をつける前lこ向費二川沿械の数菅と山立に閣

i-i;:'ð剖去をしヰければならない滑りワラ〆テノ 7) 含まれとい l~" 円円買:B (I~ 虚Fうもの

;1¥;示は、数量J--::~1~1:. 陪 f ~Z) 詞)iT-証明古に記載されト h-\Jf~の Hi.jに認 J て千わ

れたυ 4ーとわ人、 lS07.{:-1幻311f:uiiHt_たの?、説明書には19961rつ!J!II
に船戸ifH:::持が沿わえれたと完 l 事~2 才しといたベょ997年 1 月 2:; ヨに、船が r~[J 突し船

引に自主が !?Jxfn応、渡告:険者(原告Jは保険会そ「占求L? 仁hdl~)('ぉ

邸二裁判1! は、ノ\件の問i5!ま、三午%~n~ な ;J 九》保険77 に tj ずる保険お話〆J( {，F)成

功 (prOE10jcn) の rt] にめるべえ|児いの恥lSU' こ 1\'， '1 るものす、いまだW~♂され

ていない"とした すなわち、この問題は、数号と品質におすゐ調介日明戸

i土:片険金~肯王?とに必要な害認の 部であり、その説明書に1=12'.はされ丈虚偽の表不

~'-~. ，[.号険会話Jえのロ，JZ.:-}jfこ不 r:欠主:す15去、ととぐる l↑3が、lJijrtのI1イ>i'i関宇る l荘'IJ)c)

-~(<;jミこ保険令請求心成功の関係ばとのわ:1王刀\すなわち、計部::J!~l2lの利用と

なるl'i.r:B:ーかといへ河通であろう

守10ω叩 1) .-1MP Go!pml r1l川町lICP仇 Z)Lld宇[午松密徒主'11;'人;1'の，r日n川、千lj'j1 1，: 
よるIriL#i芯印J土、 F己主事「竹:ニ訟当する改R，C)事故11)1故があったかごうかの探検

者の;::Jllfrに問係する01'士lこう川てσ、故意の虚偽のぷィ、は司科、1'1<;子殺のfl持Jとな

る可能肝心吐、唆する 寸、fliよ、火以似輸に認する事索であり、ノベlTEどが花火i

よ令 s員吉をそ是け l_~ ::て被保険者{，:耳告 I-'.~JF 人 1訴人;が保険金を請求し

たが、保険省内三 被」千百昨人 被土訴人立次円内を辺市に保読/、の支引を

;n~~_;~ 1〆たu 第一に、被保検討の収火じある、裁判所は、被保治-{i-による校火を

目立疋!./j~: "治、謝金引退i'+[，'.~.おけゐ波保険省 0'虚偽())表示である r 抗L也と

なっ t~ :~~:z保険者の!守偽の衣示 i止、火災発生日'1 い大;~ß宅をッ:ろう K L Jんこ}はな

くitT場I"!:'そ入とどえたこともない ι何点誌の表示である ιbncC' '1':)事己、

おーの収 J九{ワ問題とは引に、被保険者が火火前に一人f¥;l:'.t'.l:必ろうとしたことに

|唱する虚偽の表示によ~てう:除 ~;n，#3lミ子 l主的させ t うこ努めたこと ν根拠に、

保険討は保設余の正払を I~子?できる h とした このよよ!なケ スエ故討の事

I_~ Id. aL par日 [-13J

1'.: 1r1川 p川礼 :4之]

1'1ワUiJ6J仁KPC3¥) 

1:; Jti， aLρ"'ιl l3liJ 

1431 ~lìJ、 S8i4 三::4)2132



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

政招致をi生白とす-Z， ~T故R1ji高求とは二久的万にお v て異なるとし ι える「行"者では

ぷl.'~: のア上瓜招3主ゆ立J三する必要はな， 'が、 tを巧じiよそれが必要となるし

E叫ん SiurJll.，'U1α町 ν 'u.Lld. r GUm!:'8 V;'du;レ)((;' l し/ぷ 1 事件前等t と :)-T~tU i:;~' 

4(i に-るマ、損済鋲を Jよ明する丈めのさ主~ (.:..!);;偽の表示があ);~-J必台、言下以

B'cT段の利用となる坂合、があゐ ιいえよう「本f↑t土、海上保;えに弘司する事案で

ある 被保険朽{被告) I立、断的の是正予cによる損害に J宍1，凱)U.U()日ドルの保

険企売請求 J、以Þ5~昔 1 ，す -ë{1 には波紋 :it~者に汁 C~1. k(lO ，O()()ドル守支払う合

jfがあゐエの確ー♂斗lil'去を〆Lめ、保険者(J、保険梨約は右功に取 i)f円され被保険

者;こtj"-，jるttf千がないと¥.-，う時認 I:rJi九を求めた。被年ド買う話iJ{祉舶のillliil吉を副 '"1

9 るために内可に 1:fR偽のある再装 '~'i思議 JT にほ山 7 た二とが認められ l灯、域

以山首者は似IZt者がその書怒を ι三月して直らに保険企をえ;払うこ 2を期;待Lて、

i具険余話乱を成功きする (adYZt川りとめに詐欺n'i手Jえを利刑した 1.10J--刊すすき
オL なお、本~'tI立、相-p:;彼自体lこ疋柿ぴ):{\ I;~ があ ξ ニ(こを認に 3 るのと

はなく、 tw.-7，'領第三l叫す令ための出熟;?開偽のき宅っ、があることを /5>足、ていふ

λ的、詐欺的J止λ話ぶの問題ではなく、詐り、的 Hなの利用の1問題2なるシいえ
ーァ
〆J ハ

二れられ引IU又例から、計致的読点に倒するコ斗 J ・1-， -!J~'.i直Ji1きれる戸i ち~:'(1 

Jとよ之の〆J)↓j(土、保険長に有効なJ元jfを与える事実についとJ寺偽の表'1、えした

ラ ス l こ~:Nら 1しないといえぷう ただL、 lロ如何rtCo，mliurI(刊Lιc)str;今月斗出

fJ両等訣民刊よ~および ¥I叫nso!O-$什判所~)t'i':j l:-I(における車問グ〉去でては、有効な

子!げ l を Ij'7_. る jl ヌにういどの点偽的支 '1三と:ょH.11、と I号偽の友ぷグ〉苅連性のまÏ~J長

(ニ異なるか、 {λ7品主的J克子:o→河二主寸る事実につνての虚偽の表示こいうことが

でき、保険者nliLTr，.会 C~問 ji\icいうわけではない)きり l、 GalれfS~Tide，-， 

ι;() (Cγ正).SA 事件同等法町内 f!:-(. おげる E宝 ~~O) 表不の内存も-~.えあわ寸ると、

刊 [2:X)4] 1へIE，R， ¥C川 11:) S(-;¥l 

打倒え li、加の :[fl山を::~， l i(刷、山)()F Jl， t..':. ~"T 'Í曲した専門家のしポ トは、 1998

73バ オc;カ宝塚発する『れ;こ作成されたL穴ードと l"-(~)t出されたが、 1998咋

3月にはr了/士しなかッた二とが認められたベ

付(川町s1-ul山山イι'i/C)S~ 1， [201γJ i :¥Jl E.R. (Cl)fllm) 560， :'ll fl:'lra [1~， :3J 

刊本判決 l土、被保険昔が、保険契約締結当日0;~(}制;は約lUO ， OC旧ド jレの ICl値し

かないと J"りながら、 I，SOl川町¥)V;]."の価怖がある乞して保険契約を締結した

ため、宅2;i:~;締結持n 被保険者ク川、実表ボも認め亡いる n

二日社58(4以)3)2Bl 1441 
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f耳目主主の最終的な昔ttr.C)[1j零に関辺刊→を千-;-d-る事実lごついての照偽の友不は、

詐芳、内百本に問するごI司シ .fiーがi古川される詐欺的手段d呼IJniになるよ持合が

あ之}といスるであろう

第4主主 詐欺的請求をしない義務違反の効果

第 1節 保険者の免責について

被涼|杭者が員rt:~;~ .Ë'j~考求をしたJ詰介、 伝」役土苔:ば手三当~'ff該主?叩Y 阿険i，:!;i会è口市吉求;にこ八し、亡免T青T さ

オれLξる}口 すな1むJち、 t保r険全詰〈ボRグの) 九(，1

いて I犬i"'(けyでな f7百R也な諦求音部0;'汁j についても V保11~1険L挽主主 hは土 Jι七 Jど!、Jメわフれなしい、、。 こσの〕点tにヂl凋司

して、 !ii(; .')'tarふどU--'f:科貴決定判決ιおい亡、 ~ob;~ouse 朝j 苧(二次のように辿

べ亡いる。

l詐欺的請求手、え二i皮J恥l食主はとl古γしたl高求のがうt('-~ついても保険イ'1;:- を

取得ごさない。この示日ljは雑 i'rL-Cおり、!日世紀のはじめから有 1~CJL。

)の結来は、」のような効果をもっ条i主力、契利に明託されてし Iる4こと J二恭

ワ(ものあるいは'f-;t~均の主主総に JF づ f ものではなしココシ・ u の)1

ルのが13長むある

そして、 このような刈果をもたらす一論浬は ~~j 巾である jーと〉、 ずなわち、許

扶骨j1~i>5r.: f;jlJ電話が、日以/]、成功すれば{f)主/;"をよいj与する二 E ができ、矢口えした

といても 1~;-七?わなし 4乙者えることはヲキ!':1しなし 1'，' 干のまヰ'1IIHlrl:ょI1、

ヴ|、このよ与な効:えを目立問ることは、詐欺や思いとこまらせよう~:'9" '{;:;公序

ld1i Iの健全なノi ノノ〉みなされごし Jる1"η 〈む 1l0UXf\ 明日中主二~f~定判 l，-R:: 1-;'も、

，(j T!w Siu]' S{'(1， 1-2083-: 1 ~'\.C. ''1G9， al para :-62'1 

rhe A叫印n苧f41");，rぃ院判決Jおν、己、 ¥1山 Ice判事は、ぷてのような伝見1;"述
べて v るp 日十欺的"山ぷに闘するコ E ン・\.fーの真刀効~~ (r2aJ bi1一、は、保

険会話ぶの誠 'j~ な加分さえ主夫すること子ある J L:Ihe Aelfcon， つ川)JQ.n 
536. at r別立[:3:3J.) 

1、1Theえfi1rS♂fム[20U3;1 i¥.c. 469礼lP川 ι1 ~62J 

;;;' 11.μcGilliv-r，α)"， Sμpm llote 'i 日t;)1υ 

引 [1999]L!n;i(l's Ri'IJ. I.R乙ω

l4fi.l ~lìJ、 S8i4 三::~， 2B()



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

E下元 X~!j;'9-求に i羽すゐ壬のは的は己;f~~J:R!ji，古求を忠 v 、とどまらせること 1，/1とする υ

また、公):(~Jれし、裁判 1げが詐欺の出 ft となって i よ l ミけな νi ことら投拠とし1

あ v ナら才 .C~ る l!i: さらに、一段的;二契約法に追付される格円、 (mns川nnUi

C1-，ITumtit 詐欺は全体を住克IJにする;を!ぇ映し'(1..、ゐ日勺いわれくし、るI 詐

JLI、的 1自夫を!なし、義羽違反;こより保険{j-カ免責される根拠[立、最大手主青σ)，京見1I

というよりも公序H.俗σ ょうず品む υ t!Iに述べたように、詐f甘いn~i言、J、えし与:1，ミ

~務?県示的朱I白戸寸る見解がある たどえ、 1%.:;t~~者佐賀 0) 根本;J'j;_豆子H が妓咋

日散すit こよる担if，'ji皐 !i シして構成さ "'1与るし L ても、義務;嘩L( Oワ効果;止、公q:J~

{甘 ¥i川 usοJ)凶w ρf!'umpιtJ という校本的な安芦のために、実約1巴巨虫に定め

ること右ずときる百円Eぎにはなム~i.ミとしミわずL L L止る J

なお 。色川内事件往ミtIF:tfL+:J日勺 P ぉ、、て うL:llれ LCI判事は 許欣的請求

の場合、域i去缶詰ぷのミ15分につ¥'ても{紅色づては免震されるム守る帝大ホICIS条墳を

認めなかったコ すなわち、保険喫茶;il、以外心計'Akl:1計百JKをしたJfは流出なf伝子リ

メえ失うとするけZ!J)怯械を兄ら昔、契約:以.jIと(ての有効刊を与える心的 i 、

あゐし\，'止兜約のご1j~者:こ〉つご町j内な条仕であるから契約に明記 fる必要がな

いとの湾市から、そのような黙示問条明を読めないとする 3 ニれは、そのよう

な条ょが7ι実 L拭小されたと認めるてとはで去ないという政t:J'と併するてとか

にさる J，-，¥ また、そのような条J}そがコモン 竹 -U~'F ~れると司る保険主

の+~-主については、許紋úS請求を L ないJt蒋(立総陥なく認めるこ穴 rできるが、

そり義務注民的効'Tと υて泊法な権利さえ失よという制裁を認めることには疑

'，"があり、主ら{字、 前ιttont--1十 ~lli.去 l川?おける \\'illé'日新~-の ~:.;-i、等そのよっ

な効止を支持するも (j) あるが、拘 '1、 !J のある先例は示されどいな~-， ~し、保

険干fのよ~r.を認めなかバ υ 只任td飢tれL めd小h巾t

口 を公下斥;許乞Y三:よ良之俗をf反叉丈映リ央3νたバル/'---;1-とJ詳しにいなvミといえよう

Td川 2:T';，友述「ノ)(;"illil'h士山fH主訴生半IJì'J~も同様の見時?をた斗
川日ム Clarke，sutra ::ot臼 5 江おS7

，，" jlηd，1L¥仁!::llλC，pn!i'，-ies〆lwlP(')'('('tiio!isυt I，仏、111'川以('Li!1I' 111 l!ic T1t'cnl1' Fi.臼I

C('II川町 r:2川 2:)7(Oxf(ml {Jl1iq'rutv Pn~:s只 20:)り)

¥L，¥じlar¥<;('， SE!yr:J :lOLl、巳!九日57

只 [1990]LR5.:i ，g:， 
日事実上院不された条項につい亡は、注州安田

(;:) (I8G日) j l'、ぷ F.9~)~: U~!3~ 日 lìCí仁n民H.cp. 8.13 

二日社58(4以)J2129 1461 
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保険すご1-"求が詐期:h'Jであ勺たにもかかわよず保険jJ刀〉保持"、を支払ったj号

?を、保|漬計}よ錯誤け"山口，k川に辛っき保険金~~:取り戻す干とがじ与る l広い

ぞれでは、 {λ7品/l 占点「続(7))主」ドで .fn~田か的保険会(7)fR:払いがなされ‘当初

は正直な誌、Jょに t~ して似払し、保険金\， 111':肝円 1 payPl刊 t， が主てJ、われて ，-Fヲが、

従;こ、詐HJ:Bコ泊求に対 μ て t&j~\0 、保険 frカ i支払われた場合;、 f~~!主主:立、 E十三巴土庁」

詰ぷに間1る)lーレ l'君つい、、当初のil一江主話人kに討しごっ空払われた仮担当い

似同I全の返還守請求することがごきるか〕この主与な今 スについて、 A .1iJ 

GUI::rai h，SUYanしcUd t! Cottl IC b引 ld引ωthcγ11'1片 J~註判決竹土、第者を支持

し、京|杭者 (i5ji:O・|訴人j は計収がrTわれる拍C)iEI向士市求;こiすして支払勺

jょ1fiZtt1.-ミ保険金::::--j~， ても tソぷ詰求去すること o で主るとした。すなわち、百t

放 B'~ {iFnjえに|却すゐコモ〉・ r:; ._-0) 妥当な組問 \Jllυ~JC:' SCOpt;] ，~，土、許税が行わ

れと深険余話器権全体を失わせるこ炉であり、その効果亡、そ乃詰+"在、こ

民てよいc_-;，~ 11-¥われたIk+ムい保除去の約閃がな〈な i)，1A~1役者 iz 世xA~ヘぃfit約千ーを

取り泌すと右できふ i日と寸る なお、 JL訪問l請求仁司するコヰラユ・ n は

中Mれ;将来に向けて効力をもっ y はいえないと 7る。 4ーなわち、条件カ玄ある r持

合および吉f工{忠治はりじとして、(す保されたのJ者プJイは斉を引き，:.，sニした瞬間 Jヅ黒

崎金正JJJとおは共体化し、保険金請求ほ(丸山9'nf以 UOl、lはその時:こ牛とるかe

注欺的請求内効果は、既}二斗て l' も採決fk;E求梓~:!jミわせるという波及効や

もうICIとする

詐以内l'古求をJfG弁とするりは保険占であ乙から、保険長が被保読点の，1'戒を

_lL -~ijE :なければならな~， l ，詐力、の立況は i古川 "~í~:支でなされる巴、要がある lげ

許~J: é'J凶ぷの場{I-('~保険省:深険契約の取~W修カ認れ られること、あるいは保

険1Tが;;;該詰止に認 L 亡先輩され 1'，) 二 k は、詐欺új~汀ぷの tliが正直な前4ーで

あり涼険訂にtY;ljJ なお~が予告::しなか}た t'i合:三、 I~，;在 ò-:' 利品、をちたらすカ了、

このルーノνはil.'誌と保険朽の堅J、な7や討に河する考尽力、ら支持三れるとし lμ] 

じ~~;守によ。、 7Z険昔に対L詳相に詐欺りえ二i!ヌふずること、およびその主阪の

ハ1¥-1.1¥亡1川 k('，S1Itm:川 lt:;~)山自以i

6_~ [2()D5] 1 :¥:1 E.R. ¥心川n:) !l!lS事実の汗?細l三段述τるh

(，-: 1 r1 川 p川礼 ~3之]

引 id江tp"r3 ~つ6J

(;:; ~'L;\.. C1 arkc. S1ιi前ι4叫、り<l~ 8/lG 

1471 ~lìJ、 S8i4 三110)212ヨ



ιI':jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

ffll: ~J:! (主持烹:こなされることが求めんれるとした門主訴~)\判渋 Uむがある n まだ、

被保険穴引放火ゆ}たとし1詐欺引 L'jじさ才iたうース h おνiて詐欺と決定する

際:は、民事訴訟における 1"~:f())基羊 i土キタ人イニのパラシえであるとは v え、­

F史的なj;t 手においごぷめられる寺il:'7t~併の程iえの範囲内 F最然tl の程iえが jb市川

I~jt '恭市子適用されるとする同等法目1'Ji丸山もある 1

第2節 保険契約の取消について

保持者[主計放的請求を理由に保険契約をl!L，:;消すことがT汽るか、その引に泊

の訪日ミJ土保険梨利時主'1R'士 :，:Jý'~ るのか、それとも村中f坊のv式なのか、判ik例 学

説ともに見解がけかμている。込鮮の相i豆がY じ/コ根拠の つど Lて、許?主的

話企をLなv、義務乃法的利賀があらず記れる、ま{、このが三に!:f:小、をあ Cて援却

しよう c

jL以内請求ゃしなvミ義AIiがコモン 口ーヒの義J俗であるならば、 19()(予手こ海ト

保険v、17長が週尽さgうるこ ω こごとる 17条に九Q!Eされと主主λ、古志乃友務j差以

;こ/0-1る救済刀法は、 fj'，!負誕引のj盟及的な]'{1円である 1 rtu Alcrca刀diilnじe)!ι

li1!Ci!t :;J件??→詳|淀川決"行士、 F のよろなすぬのÎ;が後オ]ていると寸るー本;~:jl去

}二;;:J~て、 17条が寸主)+1 される民 í1 と[て議~f'::，;と主法可があげられ、主'~~-刊の基

準が半'J不されrこ〉 i土石)，1，の湿りである Fhc) Litsi間 Pndη 千J~1干日等法院判UL

(土、オ以内<;】詰求を Lなv、話務川氏的判資を官、示町条項と寸るが、訂版向、'-'1請求を

しない義待を(;;も契約fi;;i*f¥i古の最大 i~' :玄グj 表fÆふ~~;えにII長が週niえれる乞?

る。さらに、 lケ1その欽u'T)i;}~ i'土保険契約の迎泣的以消であるが、泊、立!の良品

小ら保険者(ょ長:)fi~'>，:i ijいしを取り dl さな U、合保険金の支払?);~î~否するこ F もごき

る"刈と寸る。

詐欺的読点をしなゾ義務が契約卜{ワ義務である去り(J，ぞが0;1;グ〉一般ぷRIJに

従い、 {1~険契約は村史ド向けて取り}河きれるこ l となる 詐欺的清犬 l二|唱する

ハベ J)U;.lFUlSαndσ山 lhcrv SHi1 ，'¥ lliano:削ぱ 1，つJぱ(，11fnsw♂ηaPli 

()， s 山 dM. Cur!Jcis (Londo吋 Limi!cdt' Cornhill hとつtY!l1!CCClJll!j川i:nL i !1!'ii'"μ! 
[1~)8( 1 Lloy(;'" f<ぐ}ら67.U:. 668 

ぷ31ワUiJlJりLloyc['sR叩 363

ω Th，; L山川 P;i前 i自8，)1 ~I川 d'"， HCjJ. -'137， [" !jl!j.:.JlG 
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Y司ユ ロ は契約上り/し んであ乙七 L たf')日例として、 ()r〆!1;þ，) 手{';'-;;~~:訴

目判決1，'1¥があげられる また、 Fhc St-:，y .¥("1千件露骨、院判決"立、 l明確に述

べてはいないが、コ十以前"山jと間寸るコ壬ン ¥jーや契約 I.OJルーノしとしたと

明釈 f品二〉が引きみ このJる台、詐tUつ日ぷをLない義務に達比して前，[，ず

るこ去は契約選反となるここの，'iJ是につし'.¥許技庁」高対をしなし I荘j穿没皮肉

句J 果 CJ己る íB免許免責と保険8~!::':f の収行 jは邦議 I:I{;恨拠が呉なると説明すること

ができるヘすなわら、保前者佐賀の埋J冶的摂慨は詐欺DZ)~，古主に!訂するコモ〆 E

U であり、保f負担約的取消 (7)::甲論(r~t民弘a ，j認め法の -~~tI車F:U土説明「ること

カできる。

nu; A (!f{Cρ" '1\.件 jt~JR r;;~ 判決 l~.'立 沖欺 f:';J~主主主会じない義務 C)i之、 l 守作質弁!珂

昨 tーする kことなく、詐欺恥請求に|訂するコモン 口ーや174たの適用花岡外とし

て扱い、逃及11ヲとc取法的問題ii:1:.じないとしたl

なお、前;~えぴパ;ollli ，，!J ~事n持詳 I;'i~'; .:)決 1'，-"におし苫亡、計思~::0r苦ゃに慨する !c
JνLI体力q境保1主主rぷゐ;下;止があ勺た保険周町のiu有企IZ求権争喪失トせる、

Tなわら、以必契約を泡及的じ取り infことと同様の効巣ァメ詐紋Jj己主に悶 f

る】レ~--- Jレにはあるこ保険 {i'/j主張したー:.. ..:1)保険 J? の主張 ~， j， 、 1006年海上探検

口、lι条や契約法的 殺体u日;こ訣つがずに、百i折、l円請求にiAj-9るルールには計欺
的請求手しない義袴造反 :.~_17条ヰ地 !IJ しと場合と 1 ，)じような効果があるとヲる

もので品る みLエ]所!手、このぶつな刈果'1:詐欺的詰ぷlこ院「ゐ jレ ルに認める

;-'1 119951 L!~LR 44:-3なお、 SirI<oc:cr Farln ι 判示(ζ l-I offD.l an:~ '1'11亨に|円J医

してし 1るが、鉱山支{Zr考求iト干の詐欣には契約鍛治口IJ0)吊たささの}G務速反と同様

の救t凸をワえないとする根必はない μ したム契約i浦和前の長人苫白 J)義務追fλ

l二刻する扶済jJi主l土、契記号しりj笠及的なわ(消でめる Sl，ROgCf Parkcr lU半ば、
1'1条に弓及!〆 l、いな v ーとはいえ、詐欺的請ぷ，-対一。る救凶方i.1、は 'f~1:: 1;者契約 i))~i~

/よ、〆J な収作i と寸ノム E 見こ併する兄併がある 'HιBe::.:: t'~t. snpm口ote52， ar 

2l¥l.) c しかし、保愉契約前Ir精時の小安井;不 e〆ト院不の救済方法がi主及的な取

消左右:1，;) 根抱はうさ約締結吋からの白;-:!，のナr~庇であるが、この根初日土詐欺的~H;k

lこ当てはまらな l-' と、さらい、 S~r Rogcr ?nrl~cr 判事力目。f[n， 21凶手:)半に liij

玄L"(いることから、日i"T{og('r F'<:rkcl 判事(!);\I'JiJした ι百七将来に I~;('了た取

~}~-í を~8: ll本 j ると解1 る弘首~もある 孔L¥.Clarkc，_~吋川町)1c G日lE匂持O.

~l [2003] .1 八C.4ô~) 

" lワUiJ3J Q.B. 556 
'i:l l2り~:~~)j 1 ，..¥;1ι 1<__ (じ(1m

l4!J1 ~lìJ、 S8i4.498)21お
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:1m白はないム7としだっ
本件は、{之 r::?i-J，主に2t.-}しミミ被保険:(î (~ú 告・ト訴人、 dq件の保険金話オえ

をf二い保険省が保険たのー耐を既に支丘、'，)'刀、詐欺がやIjI明 LImP め保険~が

保険金の否涯を、"1<'灼ご提訴し ι.'fi楽 Fあんに保険金Eかjtl士、 LI99:~年;つ月 1 1: 

l二弘勾ょ同日えによる朽:さに I~I して、ノ2:199 イ|、 11 3 1に/ぺ漏れによる訂古にi均し

し L涜19叫年 7 月 (，-=J~i. による損弄に「与し仁、必i叩4年12 円 l E:こ水漏れによる

JF己に泊しご行われt>c J' 1， ~2)Cつ似ド完全1吉本に許決があッ Tことが認められ、

これらの保険拾詰ぷに対し亡、日，n主的諮本部号、をむえて令吉川英殺者免責がJ1め
りiL、保|没者が支払った仮託、い保1:主主♀領ぃコ，'反浸請求が認めんれたこと

についとは、既l述べな ぞi:に7Jnx -c、保険円;土、日下欺かな と

:2:清 ;jミ i， -~M してのんにちのお1山首会情?とに i羽 L て詐欺が行われる f{;J に主 jj， ~^' 7'どな山首

ゴ?の返辺も詰:Rできるように、前誌のような土張をした
rT:~i.: 立、'fA::Cγ契約ぴ);1)(出。〉効長を i記及与せるニと(こ yスヌτ寸る FA均年をとるらの

がキいれその珪111と J 亡、月Y.Wf0")対'"や湖}{;.ミせる:こは被{え完封者(-~ ~~しすぎ

ることがあげられる"三遡及効を認めることは、とりわけ、ブリ 人型保険

;こj:jL、て、較しえ不均衡な結果をもたらすよ九とが摘されている， I叶えば、日l

I卦叫~::去におい亡、日保険者がめ己)(r; 111の つめ加のおうJ的なJ童書につν ご請求

する際に詐欺的円高沢ぞ I ない義務に迂反Lた場合 Lある また、次の上うな山

も理f8iしてあけら恥ているのうと約隠行均!の計日目、uS1~ l.tに関してはちて約u、の

校;)j{;!ib~、 l うよに訟め 1 れている{そのうえ、ひとたび当品誌が認すJ 石仏に人る

と、その関係 lよ契約卜の辻、河ご思i上戸きる、この意味ご、最大 i~:-)立の l忌引のよ

7 な契約外山l京則的述rむの余地力あるか疑問とある J，'また、法*Ä8!~i:占)!~や

じない義拘じっ岬を19(治主海:一保険7人17去によーにめふ二 ct，( ぷリ、救1fvpうにので帯、

Ir!. rrL prrra :22'1 お 審 f止、公表)の:1引[を支持してる。

¥brC;llivray， SHjJra T'OLe ';叫 -114_1-)又u::，'('r，Stψrd '川 25μL~-_i::i 

ム)"， B.So!c 訂ら切な nr:L(-1 S， ，llイ以i

77 n忌)yt':' supm nutt' ~?;=j抗日本論正)こぶい -T ζ り i げられて v ミ{)判決i刊は、

ずベて保険-!l~利』こ i主:-1-る事業である〔そのため、認;(:'):1耳1-1閉じ!)j，?jJj:的行為 J二制

する契約'{.!-，Vノ 般l叫にとが:lJ!されているが、保険契約以外の需品:Jにfざける詐欺

的詰水についこも、詩書、nッ詰次にFとする 1モン [1 とl可保の効呆が認められ

ているのか明らかではない

二日社58(4 > 491) 2125 151)1 
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引が呼われる戸ずなわら、義持注反に汁 L 加古町憤I'~;言ができなしこととなる

:0，及的な取引ゆえ5:止る学うんもあるします、百下部、IJ昔話)1<-~問 L "f汁モン. l"?ー

(ニ、 -;_~l:険契約の盟改正jな収消、将来的な解除、さ~ ~)~;泊 J、にず山、ての免責!いう

つの救凶ノうiJ、を認めており、 j主治ノうiJ、レ LごJ'!r!l及的な取はじか認めな v、19(I(1

"海上保投法1'ï条[土詐欺的"百求に~~民されな u、と寸ゐ子訊甘かある c 遡説的

な取す円という紋i占万 i1、:ょ‘詐欺的詰，j(に喝して:ょ。その 7J~吟きは JJ どと認めり

れるし 17全 _1Gづかなく JもWJ詑であ。州よ寸とみ お E-C， 、被保険者が

{主再検7ヰに詰>k，ヌj'，るj:c下を7えるす自を拭6に秘評した場合、 ;}zi'i'r方法をつ7

7式的請求のみの喪失 !mcrch10日cJL己C:nuclu:Cl1e claim: こしたな Lコば、法

は，1 "t に j:~べゐ封住民'!: 1]_;; ないじ、 7牛事:~:}~~~，~とど主らなるどころカ'wJ.:めると

もいえる1ぶことが、詐欺的合求の場 hl手保険契約の巡及8'Ji(~:取 i~:fも認めムれ

るとよ-;;'JWIIIとしてあげられよ λJ

また、波及的なlt~)~ :立、裁判所ぐっ裁量をタミ刊とし 1 、契約締結後の~士大善Tt

m義務違反に地)11 できるとオゐ r~;~ 1れンがある〉このF11l士、娘三i三仁被保険主が/←

点、を犯f動機をriえな吋、よろ uこし、経A丈u保|没者E日下部から守もえめに、契約

端結jをの長人需品の義務J毛皮を J早 m とすゐ保険契利 (f)]'O~1ニ遡及効を;ムめる必

要がある LてとをJ豆;;'1:，ごいる1日

4 ヨ Iù-iαtÞl声 w~，';f:主請求ができないこと三なる川市ドハいては、 fぇχ:ナる 1
:J lLN.ßl' nllV~; 又 Hþ川 u、 l( ;i~ ， :lL ~13 

行'1 [d日t220 

バ1Id. :'lL 210 被保険者は許Kt: flS な南京の部分.('けを J~19ç-r るとし人ならば、

なおさ hのこととの J工相、がっし、ごいる二とから、詐炊Lつ詰J、のみの技丈とは、
1/1，)担の保険た"古求i三百三が書記効こなるとし、う意味と併されるc

H~ l'.td.E.ggflろ Ni-!Jni-!di刊 f(J)'tl!t' (，UI!1r，c tc: ，){:sジrret-h;: uh川 stg川 dfailh， [2以J:-l~

UilCLQ 24台

川実約締結I去の長大きさ、の K務違反::i1!I及的な取泌が認め t，れゐ辺卜H'L 
亡、(jHí~忌はーだ~~rJ滞詰丹後にも坦f+ic:きる、 (2'1担約締特fりこも犯約給付前引可J椋

lこ信市←ア)格去が'1じる場fTがある、 1;).'B1'ill州事行 ;::Jlたに fづけるi¥.，1 k，::1'lふ

の晶iノトいィrlよ、 j}oulとし、うm訴を1:gJT]Lてゾる F とから迎/えl円な耳"Oi'lとし、う
は済を足認している}説明できる、，:4:1ギ戸そでおl告求:時の詐欺(立1え演契約本組l効i

ずるムσir1i:: " -，う趣旨の九~~が保険喫約いあるこム U:.f告しくない、 l乍5; ，γTηl'バ'h ，~

尺出N{事イFf T賞そ炭F抗ん;刊?目J仇先[ おし i て、 Hobiouse TIJ専は、辺正的土取消は契約締結後

U)故大普苦心)兵務j*，"i¥こ対する，nfp))法とじと刊泊で台ないこはjポベ」いな

lcll ~lìJ、 S8i4.49(;)212全



ιs:jγ、険法におけ。i?:'Ai:.[;¥;端、主を J な '<J定務

叫するに、詐対的l 士求をしない或締法反を j~由とする保険裂約グ).tl'{~l者に趨往

kj;を認めるかどうかの半IJIð!~:. こ t3~， ¥ ~ど 詐欺を|坊ぐえで泉三被保険討に対する記陥

さやこうfin市1 るかに亘内がおかれごいるこぶられる。
保険料白取 1) 扱し汁ついて、保険-~F利治吋手交(. ':'I~:J けて取リ ;:'1 さ j しる場合、保

険料は~~:-í;jlJ賞品!こ返還されないことに Ilij l;;U(まないであろう c II'Jt'Hは、保険契約

が迎及 ìY) に取り泊三れた:易ú-で￡る l Sl (jf;年海ト保険法は条i土保:主Hぴ;:Q~.J~、に

ついて規定Lごいる 1mは、保険干干の支払に汁ずる約同が全部山ほし、妓均一

検討ある v、はその代rr巨人に三七欺または違法がなかっ介場合、 i果漁料;ま被保F負担

(こ返還されるさ〉グ〉と寸るとi限定しているハまた、 3J員lど lは、夕、りょっにと」えし1

いふ口{~~険契約が炉、効ていあふか、あるいは保険円;こよハ C リスクび)請が、の日午か

ら取:)おされた場イT、被bl山首者に詐欺あるし!ば違法がなかったこ L を条件/:L 

亡、深険料は返還されるものレ「る た疋L、 :t~'えが7:-~nJ 分でありノトつ 旦開

始したl勿介、 N:!í先ri ば ;~~_0売されないものとする。これ lヲり払;r， J，í:: によれ;正、被保

険省側じ l 下計、がふった場合、保|通事;立返送されなL~ 北欺的請求;~:. ~:tT ¥，-f災崎

兜約];f遡及uむに取りれきれ土♂しても、保険料 1工被保険者に返還されないであ

ごう n

第 3節 損害賠償請求について

三十以内，.古求を L，;，;"、返締法lプ L三きつく訂7守防債市求を凶誌にするた問Jが存イ「

するu 詐欺的訪jとを L ない義府中黙ノj-;UJ;R，;只といた場合乙二、 1.7-ン.;-1 トの

~務とじた場ノ?とでは、 J22R計責 l法 :k マピ不|唯にすと}先例 1/'-Rーなる。

詐以内誌ぷをしな U 義務を黙示的}SJ~Qr t作品合、師、斗の lJ川 dOiiAssi1mnr;: 

1} CiaYc事11同等法丸山え山河li'ilij出となるー本111おいて、保険ιは、五月食i'i
mの請4、に問 l~ T 'f;~のように~;，<した A 契約には 核保険ffi立ifio!，:保険金請

求チしなければならず詐欺的荷主やしてはならないといっ山示的争主刀ある。

それ故、~'P~.kl 内諾ιえをしにこ〆が判明し たな vパ王、深険J守;工、う~*~進 l認を用 111

い、 G:遡及的な取jl~-iJ]許試的:員荒仁川ヲる杉、流hi去としてflJ)ljできなければ、
契約締結f)IJ の恥 ~!i_lのィ、原示の .f0c ì'庁 hì:j、が遡疋げj な取引1で止ることこの士Jj討が lい

れなc'ことをあ ~rるはJ. a: 255つ5つ)，-

日 l1937j ~;7 L~. L. lぷ[lよ.d

二日社S8(4)49:J)212:l |日21
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に三十以内右求に羽十る五百貨資指すべてについてtr7;-賠償 1'9求ができ乙c これl二

対'"、 G;Hlda:"d主:)tr: (よ、次のよ):'こtl;~-;、 1 ， -(、詐欺'j~~百ぷの市!Hi-:'費 ITJ に九"')

令 Hrt~言街 l出ポを，，~2'.めな刀った

「保険者l土、保険金を ZJ紅、っかYうか1ろみ v、は支配、組を決fr品百u'，:、保

険イ"古求につき調査しなければならないc そ ν九司会?の~;íじれりヰペヘ保険 i;

は詰J、は詐欺ょっ εあるとしlLiと1 るに一分~情報告得るコでし仁、それに芯

ついて以命者は賞作奇J'Fl~し、被っ丈賛同等はおぞら、訴訟変r;の 部，"

，~:ゐ υ しかし、(可:1草"μ7詰止め7具合・・・~タ注)保険r..j土、止択缶詰〆k

f.~ 公された場什に Jtベ」 ζ のすJ度J台、 t 1 ¥11坊に査かれるの刀、を旬、i吏jること

は;刊'11'('ーあふ:，IOなE百点℃あっても、ゎ;より深除Jll二七れ会言問ノ「しなけ

オしばならなし、カ L、きればJ.i1Jc:: !~ても 1M舎は寸童すぎて、契約違反を

叩ム宇る相肯，じいえなt' ; 

前片付計部、LJ¥j靖泌を〆ない:tdJtを拭ぺ、:I'0うたJ圧とラるヤ説!:;::、ヲド斗決にてンい亡、

ュ色されぞJ川ll-'nes心 と際政 JC ltt立川lonl のような沖目を ~'~Il:，i:す j1l工、詳立主的

fdドのん スにおいて婦 Jご賠償請ドができる lしれ1出土解釈している しか

し、本判決がある」とから、保険有は認*'0::j( 反を「半巾に~~J1t 'c(唱についてtH~芹

賠償請求(まで主ないと寸る民俗1引もめるハ

JL欺的請求をしない義渚の法的け貨をコモン・ロ トの義湾と Lた場合、最

大古EのI主主主違反を辺出 t宇;:d員百賠償詰ぷを認めなか"え 13巾時!iC}( rysn 

Vllmunn S _1. L' Sl，αndia (， 1_ .I-I.'.) lns!山町C 山 L!d ギ門 3 吋~p-;~'i'U決 3戸、およ ιp

川 B.So、どr，sutra 1l0[C ::;只 at~il 保没者がえ~3午去十1I につい :1"害賠償t;rj;J日舟し
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此固保険法における詐欺的請求を Lない立務

保険金"古求者は、故意に虚偽の表示をしなければよいのである。 11本法におい

て詐欺的請求をしない義務を認めたと L 亡も、苫l~な保険金話ぷ干干の負担にな

ることはないであろう。他}J、詐欺的"古求をしない義務違反を、f証1ることは、

此立の事故招致を立証「るよりも谷易な場合があろうじこのことは、苦以な保

険契約者の保険料負刊を梓くすることにつながる c また、詐欺的"高求をしない

義務は、不三tljl告免責規定、あるいは特別解約権における阜大事内としての保

険金請求時の詐欺についての解釈の基準になると#えられる戸日本法において

も詐欺的請求をしない義務を沼、めるように枚l甘されてよいと考える。
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